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第一章

オレサマ上司の宣戦布告











　赤久保あかくぼほまれが記憶を辿れば、物心ついた頃から周りには女の子がいた。

『ほまれちゃん、テレビに出てくる王子様みたいね』

『なわとび二重跳びできるなんてすごい！　さすがだね～！』

　キャッキャッと明るく騒ぐ女の子たち。

　中学生から高校生に変わるころ、無邪気な声は信奉の声に変わった。

『ほまれ様、今日もなんて麗しいの。素敵だわ！』

『そのへんの男より、よっぽど恰好いいよね！』

　常に黄色い声に囲まれた。

　そして今現在も――ほまれは女性達にとって注目の的である。





＊　＊　＊






「キャー！　今日のお昼はほまれ様と一緒だわ！」

「午前の営業帰りですか？　お向かいに座っていいですか～？」

　株式会社スピラステーショナリー。文具関係の商品を開発・製造し、販売も手がける大手文具メーカー。

　赤久保ほまれが働く会社は、そのメーカーの支社だ。都心の本社から少し離れた、東京と千葉の県境近くにある。

「あ、はい、ご自由にどうぞ」

　総務部の女性社員から声をかけられて、ほまれはニッコリ微笑んだ。すると彼女たちは「はう～」ととろけた顔をする。

「ほまれ様の笑顔って、イケメンも逃げ出しそうなほど恰好いいですよね」

「午後の仕事も頑張れそう！」

　ほまれと昼食が一緒に出来て、女性社員たちはご満悦だ。

「本当、この会社に就職して良かった～って思う八割が、ほまれ様だもんね」

「眼福とはこのコト……！」

「ほまれ様のお弁当、とってもおいしそうですね。手作りですか？」

　矢継ぎ早に話しかけられて、ほまれは笑顔で返す。

「ええ。と言っても、スーパーのお惣菜を詰めただけですよ」

　料理ができないわけではないが、上手というほどでもない。そして一人暮らしだと、毎日弁当を作るのは大変だ。

　そんなほまれにとって大きな味方になっているのはスーパーの惣菜。会社帰りに寄ると、割引価格の惣菜が多く並べられているので大変助かっている。

「でも、お野菜もちゃんと入れてるし、プチトマトが可愛いし、彩りをちゃんと考えてますよね～。男子のお弁当だとこうはいかないよね」

「そうそう！　繊細な気配りがあって、がさつさがない所、最高です。おまけに凜々しいお顔で、目の保養になりますし。やっぱりほまれ様はこの支店の王子様ですよねっ」

　目の前の女性社員たちが明るく囃し立てていると、他の部署の女性社員も集まってきて、ほまれの周りは女子だらけになってしまった。

　これは昔から変わらない、ほまれの日常風景である。ほまれはいつだって、女の子に囲まれていた。

　スレンダーな体型に、中性的な相貌、そして百七十五センチの高身長。

　性格は真面目ながらも穏やかで、人との諍いを好まず、誰に対しても親切で優しい。

　これで男性だったなら、女性社員はそれこそ目の色を変えて争奪戦にもつれ込むだろう。だがほまれは女だ。ゆえに女性社員達はとても平和に争いもなく、心ゆくままほまれに黄色い声を上げている。

（はあ……、まあ、いいけどね）

　ほまれ本人の心情としては複雑なところである。

　同性に嫌われるよりは好かれるほうがいい。この顔と目立つ高身長で人気があるのもいい。だが、ほまれはあまりに女性に好まれる見た目をしているせいで、男性との出会いがまったくと言っていいほど無かったのだ。

　更に言えば、勝手なイメージを持たれることも多い。

『赤久保ほまれは、中性的な服装を好み、クールな趣味を持っている』

　例えるなら、そんな感じだ。

　あくまで勝手なイメージなのだが、ほまれは、自らそのイメージに合わせようとしていた。

　本当はスカートを着たいけど、パンツスーツばかりを選んで。

　本当はファンシーな文具が大好きでこの会社に就職したけれど、黙っている。

　髪だけはロングヘアーを維持している。似合わないと分かっているけれど、これだけは女としての意地みたいなものだ。

　周りの期待には応えたいけど、時々辛いと思ってしまう。

　本来の自分は恰好よくもなければ、男らしい性格でもない。至って普通の女なのだ。

　それなのに、昔から男装の麗人のような扱いをされていた。いっそ、有名な歌劇団の門を叩こうかと思ったほどだ。即座に才能がないことに気づいて諦めたけれど。

　今日も今日とて、ほまれは女性社員にキャッキャと囲まれた昼食を終えて、職場である営業部に戻った。

　営業部一課主任。それがほまれの肩書きである。

　真面目一徹な仕事ぶりが評価されて、今春に昇格したのだ。給料が上がるのは嬉しかったけれど、その反面責任も重くなる。だが、ほまれはそれなりにやりがいを感じている。

　――問題といえば、ひとつだけ。

　ほまれは自分の席に戻り、午後からの仕事の準備を始めた。

　すると、自分のうしろでヒソヒソ声が聞こえる。

「ようやく『王子様』のお帰りか」

「騒がれると分かっていてわざわざ社員食堂に行くんだもんなぁ」

「弁当持参なら、オフィスでおとなしく食えばいいのに。鬱陶しい自慢だよな」

　それは複数の男性社員。いずれも同じ営業部で働く同僚だ。

　あからさまな陰口に背を向けたほまれは、黙って準備を進める。

「ハイハイ、余裕ですね～主任どの」

「春に昇格してから調子乗ってるよな、女のくせに」

　――女のくせに。

　散々言われてきた悪口である。ほまれは幼少の頃から女性に人気があるのと同時に、男性から常に嫌われていた。

「まあでも、所詮女だ。昇格出来ても主任止まりだよ」

　馬鹿にするような言葉を吐き捨て、げらげら笑いながら去って行く。

　ふぅ、とほまれはため息をついた。

　所詮、主任止まり。

（そんなこと、わかってる）

　営業部において、営業事務を除くと女性社員はほまれだけだ。

　なぜそんな事になっているかと言うと、元々ほまれは営業事務として入社したのだ。しかし、女性も第一線で活躍するべきだという支社長の鶴の一声で、ほまれは営業に配属されてしまった。

　話に聞くと、本社では役職持ちの女性が増えているのだとか。支社も本社を見習い、女性を活躍させようとしているのだろう。

　だが、ふたを開けてみれば、ほまれはいつも孤独に働いていた。

　ほまれが頑張れば頑張るほど、同僚男性の嫌味と陰口が増えていく。ほまれが支社長より営業成績を評価されて、今年の春に主任に昇格してからは、更に孤立感が増した。

　嫌がらせも露骨だ。営業部長は、ほまれの営業エリアをわざと僻地にしている。おかげでほまれは毎日高速道路を利用して営業エリアに赴くはめに陥っていた。朝礼後すぐに移動し始め、帰りは定時を大きく過ぎることも日常茶飯事である。

　長く男性社会だった支社の営業部は、明らかに女性進出を歓迎していないのだ。

　故に、ほまれは仕事にやりがいを感じながらも、職場では息苦しい毎日を送っている。

　ただ、救われていることもあった。

　それは営業事務の女性社員と数少ない部下だけは、味方ということである。部下はたった三人だが、頼もしい後輩たちだ。

「あ、ほまれセンパ～イ」

　ほまれが丁度その三人のことを考えていた時、明るい声をかけられた。

「お前な～、いい加減先輩呼びやめろって。そこはほまれ主任だろ？」

「い、いや、普通は苗字で呼ぶものでしょ。赤久保主任だよ」

　茶髪でちょっとチャラそうな見た目の本間。ほまれより背が低いものの、がっしりした広い肩幅の厳つい男、江成。そして一番小柄で眼鏡をかけたサラサラヘアーの吉田。

　今年の新卒社員で、ほまれよりふたつ年下だ。入社して半年ほどなので目立った成績はまだ上げていないが、仕事への姿勢は真面目だし、ほまれのアドバイスも素直に聞いてくれるので、共に仕事をしていて気持ちの良い三人組である。

　ほまれは気持ちを切り替えて、三人に顔を向けた。

「三人とも、お昼は外で済ませたんですか？」

「そうそう。近所にちょー安くてウマイ豚丼の店ができたんスよ！」

「味噌汁とサラダがついて三百円ですよ」

　本間と江成が次々と話して、ほまれはクスクス笑う。

「それはすっごく良心的なお値段ですね」

「赤久保主任も誘おうかって話してたんですけど、ごはんの量が尋常じゃなかったんで、やめといたんですよ。男の僕でもお腹がはちきれそうになりましたから」

　吉田が気遣ってくれる。ほまれはそんな彼の気持ちに感謝した。

「気遣ってくれてありがとうございます。それだと私は、二食分にわけて食べたいですね」

　あははっと四人で笑い合う。近くにいた同僚の男性社員が煩わしそうに舌打ちをして睨んだ。

「そんなヤツに尻尾振ってもいい事ひとつもないのに、ご苦労なことだな」

　ボソッと呟き、午後の仕事に出かけていった。

　ほまれは思わず俯く。自分はいい。けれども、将来性のある新入社員が逆境に晒されるのは心苦しい。

　ほまれは、三人の優しさに感謝しながらも、自分は彼らの上司としてふさわしくないと考えていた。ある程度戦力として育ったら別の主任の元に異動するよう、部長にお願いする予定でいる。

（だって、私の下にいたらいつまでも昇進できないもの）

　少なくとも今だけは、この三人をちゃんと育て上げよう。

　ほまれは決意を新たにして、立ち上がった。

「あ、センパイ、だめっスよ」

「……え？」

　本間に言われて、ほまれはキョトンとする。

「また猫背になってる。そのクセやめたほうがいいって前も言いましたよ～」

「あ、ごめんなさい」

　ほまれは慌てて姿勢を正した。百七十八センチの高身長で常に目立つほまれは、気づけば猫背がクセになっていた。

　背の高い女なんて、いいことがひとつもない。背の低い女の子が羨ましい。

　そんな卑屈な気持ちが、猫背をしてしまう原因なのだろう。

「せっかくの高身長なんですから、堂々といきましょうよ」

「そうそう。あんな陰口、気にしたらだめですよ」

　江成と吉田もほまれに温かい言葉をかけてくれる。本当に自分は果報者だ。でも、だからこそ、いつかは手放さないといけないと思う。

　彼らの明るい将来を願うからこそ、ほまれは孤独にならなくてはいけないのだ。





＊　＊　＊






　長雨の続いた梅雨が明けて、雲ひとつない青空から夏の日差しが差し込む。

　今日は今年初めての猛暑になると、ほまれが朝に見たニュースで天気予報士が話していた。

　朝礼の時刻になって、営業部の社員が立ち上がる。

　部長がエヘンと咳払いをしてから、朝の挨拶を始めた。

「皆さん、おはようございます。今日は最初にお知らせしたい事があります。――小此木おこのぎさん、入ってください」

「はい」

　ガチャリとフロアの扉が開く。皆が一斉に注目した。

　現れたのは、寝ぼけ眼が一気に覚醒するほどの美形男性。ほまれも目を丸くしてしまう。

　さらさらした黒髪は軽く後ろに流していて、鼻梁がシャープに通った精悍な相貌は非常に整っており、形のよい唇は勝ち気な笑みを浮かべている。

　何よりも目を惹くのは、その背丈だった。外国人の血が入っているのかと思うくらいの高身長で、あきらかにほまれよりも背が高い。まるでバスケット選手のようだ。

　その背丈に見合う肩幅は広く、外国ブランドのビジネススーツをスマートに着こなしている。

　あまりに魅力溢れる姿に、ほまれを始めとした女性社員はもちろんのこと、男性営業までが黙って眺めていた。

「初めまして。本社企画部からの異動でこちらの営業部に配属となりました。小此木緋雨ひさめと申します。よろしくお願い致します」

　耳に通る低い美声でサラサラと自己紹介し、軽く頭を下げる。それでもほまれ達は皆、あんぐりと口を開いたままだ。

　部長が「エー、オホン」と咳払いをする。

「小此木さんは本社で、企画部部長補佐として企画の業務に就きなながら、同時に国内国外問わず数々の企画を通したという、高い実力を持つ方です。その実績を踏まえ、こちら営業部では、課長待遇で迎えることが決定しました」

　パチパチと、控えめな拍手がされる。皆、何が起こったのかよくわからない表情で、ぼんやり手を叩いていた。おそらく部長の説明を聞いても今はピンとこないのだろう。

「小此木さんは、先日名古屋に異動となった狩野さんの後続となります」

　部長の話を聞きながら、ほまれはふんふんと納得顔で頷いた。

（なるほど、いつまで経っても狩野さんの後続が決まらないから、部署内でいろいろ噂が飛び交っていたけれど、最初から小此木さんが来ると決まっていたんだ）

　一時期は、主任の中から課長昇進が決まるのではないかと噂され、主任同士がギスギスしていた。もちろん、一番のあおりを食らって悪口を叩かれたのはほまれだ。

「それでは、今日も一日頑張りましょう。一課の営業には話があるので集まってください」

　部長の言葉で、おのおのが動き出す。二課の営業は外回りの準備を始め、事務はデスクに戻る。そして、ほまれを含む一課の営業はわらわらと部長席に集まった。

「改めまして、一課の皆さん、これからよろしく」

　先ほどの挨拶とは少し違う、フランクな態度で小此木が微笑む。少し離れたところで、営業事務が一斉に感嘆のため息をついた。目の保養とはまさにこの事だろう。ほまれだって油断すると見つめてしまいそうになるほど顔が整っているのだ。

　対して、微妙に面白くなさそうな表情を浮かべているのは、営業の男性社員たちである。何せ、あまりの美形男性なのだ。男としては複雑な心境なのだろう。

「新参者でいきなり課長だからね、戸惑う人もいるかもしれない。だが、これが本社の決定なので諦めてくれ。それで早速だが、俺直属の部下を任命したいんだ。構いませんね、部長」

　いきなり話を振られて、部長が「えっ」と素っ頓狂な声を上げる。

「ち、直属の部下？　そんな話は初耳だが、どういうことかな、小此木くん」

「一課は課長一名が監督する元、主任四名でそれぞれのグループを仕切っている。そのうちの一グループを私直属の部下にしたいんですよ」

「つまり……君の営業活動を補佐するグループが欲しい、ということかね？」

　部長がうかがうように訊ねる。普段は厳めしい顔をしてガミガミと怒ってばかりの営業部長だが、本社でいくつも実績を重ねてきた実力者が相手ともなればたじたじになってしまうらしい。

　小此木はニッコリと笑顔を浮かべる。

「ええ。身も蓋もない言い方をすれば、私の手足が欲しい。ちなみに私は、本社では殆どひとりで仕事をしていました。何度か部下を貰えたのですが、皆、音を上げて別部署に異動願を出してしまうんですよ」

　シーンとあたりが静まる。

「単なるパワハラ上司じゃねえの」

　ボソッと本間が呟いて、吉田が「コラッ」と肘で突いた。

「ひとつ言えるなら、私の手足となれば手応えのある毎日を保証しよう。さて主任諸君、できれば立候補してもらえるとありがたいな」

　ずらっと並ぶ主任を順番に見る小此木。最後にほまれと目が合った。

（手応えのある毎日を保証するだなんて、すごい自信だわ。本社だと、これくらい強気でいないと生き残れないのかもしれないけど……）

　ほまれはそっと目をそらして、他の主任に目を向けてみる。

　彼らは一様に苦々しい表情を浮かべていた。

『なんで自ら進んで、こんなヤツの下につかなきゃならないんだ』

　そんな心の声が聞こえてきそうな程である。初対面でいきなり偉そうに話したあげく『私の手足になれ』など、誰が立候補するのか。

　ほまれ以外の主任達は自分の部下に目を向けた。言葉は交わさないが、目配せしている。いずれも彼に対して良い印象を持つ男性社員はいなさそうだった。小此木は、女性には圧倒的な人気を誇るが、逆に男性からは反感を持たれるタイプの人らしい。

「ふむ、立候補はいないか。まあ、予想してたからさほど気にしていないけれどね。しかし、我ながら、これほど『利用できそうな人間』はいないと思うんだが。誰も俺を踏み台にして昇進を狙う人間はいないのか？　本社からポッと出たヤツがいきなり課長になって、悔しいとは思わないのか？」

　小此木は挑戦的な目で一課の社員を眺める。

「んだよ、コイツ……」

　ほまれの近くにいた同僚の男性社員が小声で呟いた。その声は間違いなく小此木に聞こえていそうなのに、彼はサラッと聞き流して不敵に微笑む。

「それでは私の下につく主任およびグループを、こちらから指定させてもらおう。――赤久保。君を私直属の部下として任命する」

「えっ」

　まさか自分が指名されるとは思ってなかったほまれはギョッとしてしまう。

「わ、私、ですか？」

　とてもじゃないが、こんな人についていけるとは思えない。だが、小此木はきっぱりと「ああ」と頷いた。

「この中で、君が一番努力家で勤勉に励むタイプと見た。おそらく営業成績も良いはずだし、グループの顔ぶれを見ても、チームワークが一番強そうだ」

　ほまれは勿論のこと、本間に江成、吉田が、戸惑ったように目を見合わせる。こんなにも高い評価を受けたのは初めてで、しかも相手が初対面だから、余計に驚いてしまったのだ。

　そこで、部長が慌てて声をかける。

「お、小此木くん。赤久保はちょっとやめておいたほうがいいと思うぞ」

「おや、どうしてですか？」

「そのぅ……赤久保はな、事情があって主任に就いているんだ。実力が伴っているとは思えない。それに、彼女の部下は今年入ってきたばかりの新卒揃いだ。成績だって君が言うほどではない。他のグループを選んだ方がずっと役に立つと思うぞ」

　部長の評価は悔しいが、当たっている。

　ほまれは実力で主任になったのではない。女性の活躍を期待する支社長に目をかけられていたからこそ、昇進できたのだ。

　少なくとも、部長を始めとして同僚の営業はみんなそう思っているし、ほまれ自身も、そこまで自分を買いかぶってはいない。営業成績は、少しでも上げようと頑張っているけれど、他のグループと比べたら一目瞭然に、ほまれのグループが一番低かった。

　けれども、悔しい。ほまれは人知れず唇を噛む。

（私はともかく、本間くんと江成くん、吉田くんは、すごく努力してるのに。せめて営業エリアが僻地でなければ、もっと数字が伸ばせそうなのに）

　表情を歪めて眉間に皺を寄せる。その時、小此木がジッとほまれを見つめていることに気が付いた。慌てて表情を戻して、姿勢を正す。

「――いいえ、赤久保さんはよくやっていると思いますよ」

　初対面なのに、支社に来て初日だというのに、小此木は溢れそうなほどの自信をみなぎらせてはっきりと言った。

「事前に、支社の営業活動について一通りの資料を読みました。いや、あのような僻地でよく営業ができるものだ。なかなかできることではない。営業対象物件数に対して、ここまでの数字が上げられるのは、努力と実力があってこそだ」

　いっそ妖艶に見えるほどの不敵な笑みを湛えたまま、ずらりと並ぶ一課の社員に目を向けた。

　やけに意味深な沈黙が落ちる。何人かの男性社員が居心地悪そうに目をそらした。

「あんな場所で営業できるんですから、間違いないですよ。部長も人が悪いですね。赤久保さんの営業手腕を理解しているからこそ、あの僻地を担当エリアにしたんでしょう？」

「あ、う……。そ、そうだな」

　部長が押されたようにコクコク頷く。ここで、嫌がらせに僻地担当にしたなどとは言えないのだろう。

「では、話は決まりですね。皆さん、これからどうぞよろしく」

　小此木はパンと手を叩いた。




　場所は変わってミーティングルーム。

　そこに、ほまれと本間、江成に吉田が集まった。

『早速、直属の部下とミーティングがしたい』という小此木の一言で、殆ど厄介払いも同然で部長よりミーティングルームへと押し込まれたが、一体どんな話をするのだろう。

　ほまれがチラと部下たちを見れば、彼らは揃ってやる気がなさそうにしていた。

　まあ、初対面からあんなにも強烈な個性を見せつけられたのだ。反感を持って当然かもしれない。ほまれはと言うと、不安しか持っていなかった。

　これからうまくできるのだろうか……心を占める思いはそれだけである。

　そんなほまれの心中など全く意に介さない様子で、小此木は勝ち気な笑みを浮かべた。

「さて、諸君。資料で社員の把握はしているが、改めて自己紹介と行こうじゃないか。俺は朝礼で話した通りだが、そちらも順番に言ってもらえるかな」

　言われた通り、ほまれ達は自己紹介をする。本間、江成、吉田と続いて、最後にほまれが軽く頭を下げた。

「赤久保ほまれです。赤久保グループの主任です。よろしくお願いします」

　簡潔に言って顔を上げる。すると、小此木とまっすぐに目が合った。

　……いや、厳密に言えば『まっすぐ』ではない。ほまれが視線を上げなければ、小此木と目が合わせられない。

（初めてだ。私より背が高い人……）

　世の中には、ほまれより背が高い人間などいくらでもいる。だが、ほまれの周りにはいなかったのだ。女性はもちろんのこと、男性も、出会う人はみんなほまれよりも背が低かった。

　ウドの大木。前に立たれると邪魔。黙っていても存在感がうるさい。

　気づけばそんな陰口をたたかれていた。

　親戚には『そんなに背が高いと嫁のもらい手がないね』と言われたこともあって、人知れず傷ついたこともある。

（当たり前のことだけど、本当にいるんだなあ）

　思わずぼんやり見つめてしまうと、小此木はフッと瞳を細めた。

　それはあまりに優しくて、慈しみのある瞳だったから。

　不覚にもほまれはドキッと胸を高鳴らせてしまう。

（わ、だめだめ。なんでときめいているの。単に背が高いだけでときめくなんて単純にも程がある！）

「赤久保さん、俺の顔に何かついているのか？」

「い、いいえ。すみません……。話を続けてください」

　気持ちを切り替えようと、ほまれは頬を軽く叩き、姿勢を正す。小此木は面白そうに赤久保を見たあと、全員に視線を向けた。

「それでは、営業活動の見直しをしようか。今、赤久保グループが担当しているのはこの地区だな？」

　小此木が手に持っていたタブレットで地図を表示させ、液晶画面をトントン叩く。

「はい、そうです」

「先ほども言ったが、よくこんなド田舎で営業できたな。文具を卸せそうな業者を探すのでも一苦労だっただろう。俺の嫌味に部長はタジタジになっていたから、間違いなく嫌がらせを受けているんだな？」

　はっきり口にした小此木に、ほまれは目を丸くする。そして慌ててミーティングルームのドアを見た。大丈夫だろうか。部長がドアの向こうで耳をそばだてている可能性は……ないと思いたい。

「あ、あ、あの、私はべつに、嫌がらせなんて」

「いや～小此木課長。今日初めて来たとは思えないほどよく分かってるっスね～」

　とりあえず否定はしておこうとほまれが口にした言葉を、本間が遮る。

「えっ、ほ、本間くん！」

　ほまれがシーッと人差し指を唇に当てて牽制したが、江成がニコニコ笑顔でズイと前に出て、口を出した。

「いい勉強になるとか、最初に苦労しておくものだとか、よくわからない理由でこんなところを担当エリアにされたんですよ。新規開拓はマジで苦労しましたね」

「江成くん……。確かに苦労はしましたけど……」

「地道に古い卸問屋を見つけては営業したんですよ。学校関係とやりとりしてる文具店に試供品を配って仲良くなったり、大手ではない卸売サイトの運営会社と取引もしましたね」

　あわあわしているほまれを押しのけて、最後に吉田が説明する。

　三人の話を聞いて、小此木は腕を組んで頷いた。

「なるほど。大手ではなく地域密着型の卸売サイトに目をつけたのはいいな。学校の指定文具店に商品を置かせてもらうのも良手だ。しかし逆に言えば、その二点を押さえると、これ以上の営業成績は伸ばせない。そういうことだな？」

　小此木の目がきらりと光る。ほまれ以外の部下たちは一様に頷いた。

「その通りです。大手の総合スーパーは、すでにうちの文具を置いていますからね」

「コンビニにちょっと置かせてもらいましたけど、それが関の山って感じっスね」

「正直なところ、一般家庭はネット通販が主流になっていますから」

　吉田、本間、江成が、順番に現状を話した。

「そ、それはそうなんですけど。部長はまだ開拓が足りないって、もっと頭を使えって言ってるから、多分、私の発想力が足りないんだと思います」

　ほまれが幾分か小声で意見すると、部下三人と小此木が一斉にほまれに注目した。思わず一歩後ずさってしまう。

　本間が呆れたように後頭部で両手を組んだ。

「ほら～この通りっスよ。うちの主任は、営業の腕はいいのに小心者で」

「部下に心配されるくらいなのだから余程なんだろうな。なんとなくだが、君達のチームワークの良さの理由が分かってきたよ」

　小此木がくすくす笑って、江成と吉田もつられたように明るく笑った。

　ひとり、かやの外なのはほまれだ。

（ど、どうして本間くんたち、小此木さんと初対面なのにもう仲良くなっているの？　男の連帯感ってやつ？　うう、酷い。みんなずるいよ）

　悔しげに唇を噛みしめる。けれども自分は主任だ。部下のリーダーとしてちゃんと話を進めなければならない。ほまれは顔を上げてキッと小此木を睨む。

「私のことはいいんです。それよりも、担当エリアに文句を言ったところで現状はどうにもならないでしょう。なら、今まで通り最大限の努力を積み重ねるしかないんじゃないですか？」

　喧嘩腰のほまれに対し、小此木は余裕たっぷりで、笑顔さえ浮かべてほまれを見ていた。

「それが君が小心者と言われるゆえんなんだよ」

「えっ……」

「営業エリアに不満があるのなら、テリトリーを広げればいい。俺達営業は、常に攻めるのが仕事だ。上司に与えられたエリアを守ることじゃない」

　ほまれは目をぱちぱちと瞬きした。

　小此木に言われた事が理解できないわけじゃない。でも、そんな事はしてはいけないと、ずっと思い込んでいた。

　同僚や部長に厄介がられているからだろうか。これ以上角を立てたくないという気持ちが頭のどこかにあったのだろう。部長の言うことだけを聞いて、無難に仕事をしていれば大丈夫と思っていた。ゆえに、自らテリトリーを広げようとは考えなかったのだ。

「で、でも、いいんですか？　部長の判断を仰ぐべきでは……」

「そんな事を言っていたらいつまでも営業成績が上がらないぞ。俺の直属になる以上、何がなんでもトップを走ってもらう。大体な、他の営業はみんな勝手にテリトリーを増やしているんだぞ。バカ正直に部長の言うことを聞いているのは君のグループだけだ」

「へ……そ、そうなんですか？」

　慌てて部下三人を見れば、彼らは一様に頷く。

「知らなかったよ～！　なんで教えてくれなかったんですか！」

「何度もテリトリー広げましょうって意見したじゃないですか！」

「そのたびに、部長に意見してみますねって言って進言しては却下されてトボトボ戻ってきたのは赤久保主任でしょ？」

　本間と吉田が次々に言い募り、ほまれは「うぐっ」と口を閉ざしてしまう。まったくもってその通りだった。

「まあ、暗黙の了解を誰も助言しなかったんだ。仕方がないよ。この営業部の底意地の悪さは、人間である前に男として、ちょっといかがなものとは個人的に思うがね」

　感情の読めない笑みを湛えながら、小此木が言う。

　ほまれはちょっとムッとして、彼を睨んだ。

「そ、それは、私が女だから、ですか？」

「そうだ。女性には優しくするものだろう？　陰口をたたいたり足を引っ張ったり、あまりの狭量さに辟易してしまうね。ましてや、君のような努力家を応援できないなんて、俺には考えられないな」

　それは女性としては嬉しい言葉なのかもしれない。だが、ほまれは反感を覚えた。

　――所詮、女だから。

　この会社で、散々言われてきた言葉だ。

　女だからって甘えるな。女のくせに調子に乗るな。

　男みたいに背が高くて顔も男みたいだから、女扱いする価値はない。

　男並みに頑張って、ようやくお前は一人前なんだ。

　みんなほまれに厳しかった。優しいのはたった三人の部下と、女性社員。それ以外はみんなほまれを罵った。

（あなただってそのうち、手の平を返して私を嫌うかもしれないのに）

　なぜかムカムカと腹が立つ。

　小此木は一度もほまれを馬鹿にしていない。だが、今やほまれにとって部下以外の男性は敵も同然になっていた。

「やめてください。私は女である前に営業なんです。性別によって態度を変えられるのは迷惑です。それよりも、どうやってテリトリーを広げるんですか？」

　小心者な自分を隠して精一杯の虚勢を張る。

　小此木を見上げて睨むと、彼はどこか微笑ましいものを見るような目でほまれを見下ろした。

「俺が君に優しくするのは、呼吸をするのと同じようなものであり、決して性別で区別してるわけではないんだが、まあいいか。テリトリーを広げるのは簡単だ。ようは、支社の営業が担当しているエリア外全てを自分のテリトリーと見立てて動くんだよ」

「エリア外全てって、つまり……東京郊外を狙うってことですか？」

　吉田が目を丸くして言う。だが、江成が難しそうな顔で腕を組んだ。

「でも東京郊外は別の支社がありますよ。そっちのエリアとかぶるのは、色々とまずいんじゃないですか」

「それなら隙間のエリアを狙えばいい。スピラステーショナリーは、大きく分けて五つの支社があるが、どうしてもカバーしきれない場所があるんだよ」

　小此木がタブレットの液晶画面を指し示した。その場にいる全員が注目する。

「えっと、沖縄と北陸地方、四国……えっ、意外だ。茨城もなのか」

「沖縄は福岡支社、四国は岡山支社、茨城はここ、北関東支社がエリアの担当をしているが、人手不足で手が回っていない。ここ五年の売り上げ表を見てもわかるように、完全に手薄状態になっているだろう？」

　小此木がデータを見せる。それは驚くほどわかりやすくまとめられていて、ほまれは思わず口をぽかんと開けて液晶画面を眺めてしまった。

（この人、本当に優秀な人だわ。どうして支社なんかに来たんだろう）

　企画力、営業力、さらに事務能力まで兼ね備えている。ひとりで何でもこなせるオールラウンダーな人材と言えるだろう。

　噂に聞くと、支社と本社では給与の額が違うのだと言う。本社で働ける人間は一握りで、しかもエリート揃いらしい。つまり、支社勤めの人間が本社に異動するのは間違いなく『栄転』と言えるが、逆にいえば小此木のケースは『左遷』ということになるだろう。

（本社で問題を起こしたとか、不祥事の責任を取ったとか？　う～ん、そんな落ち度のある人には見えないのだけど）

　いつの間にか、ほまれの視線は液晶画面ではなく小此木に移っていた。すると、彼と目が合って優しく微笑まれる。

「何か質問が？」

「いっ、いいえっ！」

（危ない。どうして小此木さんを見てしまったのよ、私のバカ！）

　心の中で自分を叱咤しながら、ほまれは勢いよく目をそらす。

「は～確かに、殆ど手つかずだ。数字にはなってないっスね。そんじゃ俺達、出張でもするんスか？　部長の許可もらえますかね？」

　本間の問いに、小此木は「ああ」と自信たっぷりに頷いた。

「朝礼で言っただろう。『俺の手足になる直属の部下が欲しい』とね。部長は俺の要望に対して頷いた。それなら、俺が君達を出張に出しても、文句は言えない」

　ニヤ、と人の悪い笑みを浮かべた小此木に、本間達三人の部下たちは「ほぉ～」と感嘆の声を上げた。

「策士っスね～！」

「まさかあの朝礼から、しっかり言質取ってたなんて。しかもあの時は具体的にどんな仕事を手伝わせるのか、一言も言わなかったですよね」

　本間と吉田がワイワイと騒ぎ出して、江成が気合いを入れるように拳を手の平に当てた。

「この際、小此木課長の太鼓持ちだの金魚のフンと言われてもかまいません。赤久保グループが一番になれるなら、俺はどこでもいきますよ！」

　みんな気合い充分だ。内心おろおろするのはほまれである。

「あの、落ち着いてください。本当にこんなこと、うまくいきますか？　私達全員出張なんてしたら、交通費や宿泊費が大変なことになります。大体、何日くらい滞在するんですか？　一日二日で大きな商談が取れるはずないでしょう」

　尤もな意見をすると、小此木は「問題ない」とニッコリ笑う。

「本社ですでに、俺が全て根回しをしている。あとは君達が魅力的なプレゼン資料を作成して、俺がコンタクトを取った企業に営業をかけて、覚書を貰ってくればいい。一日で事足りる、簡単なお使いだよ」

　満面の笑顔で、ものすごいことをサラッと言う。

　ほまれの唇がひくついた。

（簡単に言うけど、魅力的なプレゼン資料なんて簡単に作れたら苦労しないわよ！　しかも覚書をもらうなんて、めちゃくちゃ大変な仕事じゃない。しかもたった一日で!?）

　無理だ。絶対できない。努力をしたところで、人間にはそれぞれできることとできない事があるのだ。ほまれには全く自信がなかった。

　それなのに、部下三人はやけに盛り上がっている。

「うお～腕がなるなあ！」

「さっそく資料集めっスね。俺、工場行って色々話仕入れてこよ！」

「広報部に、いくつか試供品が残ってたはずだから、僕はそっち見てきますね」

「ちょっ、ちょっとみんな！」

　ほまれが引き留めるも、部下は話を聞いてくれない。そのまま賑やかにミーティングルームを出て行ってしまった。

「話を聞いてくださいよ！　まったく！」

　拳を握って怒っていると、後ろでクスクス笑い声が聞こえる。振り向くと、小此木が勝ち気な目を細めていた。

「挑戦を物怖じしなくて、とてもいい部下じゃないか」

「向こう見ずというか、思い立ったら即行動する三人なので、私は頻繁に部長から注意を受けていますけどね」

「それでも君は、彼らの行動を止めようとはしないのだろう？　部下の自主性を重んじる、いい上司だと思うよ。彼らの代わりに注意されるのは不憫だが、そうだからこそ彼らはのびのび仕事ができるし、君にも敬意を払っているのだろう」

　ぎょっとした。

　そんな風に褒めてくれる人なんて、今までにひとりもいなかったから。

　ほまれはみるみる顔を熱くする。急に恥ずかしくなって俯く。すると――。

「誰にでも出来ることじゃない。赤久保ほまれさん。君はとても努力家で心優しい、理想の上司だよ」

　スッと隣に立ったかと思えば、少し体をかがめてほまれの顔を覗き込むように見つめた。

　あまりに距離が近い。ほまれは「ひゃっ」と驚き、後ろ足で体を引いた。

「そ、そんなことありません。普通です」

「おまけに可愛い。これくらいの接近で顔を赤らめるとは、思わず色々したくなってしまうじゃないか」

「かわっ……！　いろいろって何ですか！　せ、セクハラですかっ!?」

　部下三人が部屋を出た途端、小此木がじりじり距離を詰めてくるので、ほまれは慌てふためく。

「セクハラか、そういうのも面白いな。でも違う。これは宣戦布告のようなものだよ」

「せんせんふこく？」

　意味がわからず、ほまれは首を傾げた。

　すると小此木は「ああ」と頷き、笑顔を浮かべた。

　――それは誰が見ても心を高鳴らせてしまうような、色艶に濡れた表情。

「君を、何がなんでも恋に堕としたくなった。だから、これから君を全力で口説くので覚悟しろという、宣戦布告だ」

「は……はぁ!?」

　思わず目を剥いてしまう。何を言っているのだこの人は。

　少なくとも初対面の女性に言う言葉ではない。

　彼の真意が分からなくて、ほまれは唖然と小此木を見上げる。

　高身長な自分よりも頭半分ほど背が高い彼は、余裕のある勝ち気な笑みを浮かべていた。










第二章

どうしてこうして沖縄出張!?











　なぜこんな事態になってしまったのか。

　ほまれはサッパリ理解ができない。

　小此木が支社に異動してから、毎日が急ぎ足で過ぎていった。

　とにかく、直属の上司が小此木になってしまった以上、彼の意向に背くことはできないのだ。最初にミーティングで決めた方針のとおり、赤久保グループは営業エリアを拡大すべく、密かに準備を進めた。

　もちろん、現在の担当エリアの維持もしなければならない。ほまれは部下のフォローに徹することにして、彼らが必死にプレゼン資料を作成している間、僻地での営業活動に勤しんでいた。

　それにしても、小此木のキャバシティの広さは圧巻の一言に尽きる。

　ほまれが自分の仕事を懸命にやる中、小此木は、ほまれのグループのフォローはもちろんのこと、他の一課グループにも的確な指示とアドバイスを惜しみなく与え、そのおかげで一課の営業成績は一気に底上げされることとなった。

　あからさまなパワーバランスに、当然二課はいい顔をしなかったのだが、そこでも小此木はしっかり一肌脱ぎ、二課の課長と何度も話し合いを重ねた。そして営業部全体の動きや、仕事のフローチャートを見直し、営業のフットワークが格段に軽くなったのだ。そして営業事務の仕事も効率化されて、支社は本社から好評価を貰うまでに至った。

　まさに北関東支社の風雲児。

　最初は威圧的な態度やはっきりした性格のせいで、多くの男性社員から反感を買っていた小此木だが、二ヶ月経った今は手の平を返したように慕われている。

　何か困ったことがあるたび、誰もが小此木に相談する。彼は嫌な顔ひとつせず、迅速な判断と行動を見せ、それこそ部長の出る幕がない程、支社で大活躍だった。

　ほまれはそんな小此木を見て、ただただ、たまげるばかりである。

　自分は、自分の仕事と部下のフォローが精一杯なのに、小此木はそれよりもっと多くの社員たちを見守り、導いている。

　求心力、あるいはカリスマというのだろう。

　間違いなく、小此木にはその才能がある。でも、だからこそほまれは、できるだけ小此木に近づかないよう、仕事でも最低限の接触に留めていた。

　今やほとんどの同僚が、小此木の『お気に入り』になりたくて、彼を褒め称えたり食事に誘ったりしているのに。

（もしかすると私は、怖いのかもしれない）

　毎日の仕事をこなしながら、ふと、そんなことを考える。

　なぜかはわからない。でも、燦然と輝いている小此木は、自分にはどうしても、まぶしく感じてしまうのだ。

　そんな複雑な心境を感じながら日々を過ごして、とうとうやってきた、出張の日。

　小此木が部長から出張許可を得て、小出しする形で順番に部下を出張に出して――。

　やがて、ほまれの順番が回ってきた。

「いや待ってください。どうして私が小此木課長の補佐として、出張につきあわなければならないんですか!?」

　出張当日。しっかり荷物をまとめてスーツケースを引きずって駅に到着したほまれは、ようやく我に返ったように、小此木に詰め寄った。

　早足な毎日の中、担当エリアを駆けずり回りつつ、部下や小此木の補佐を必死にこなしていたら、小此木に「出張の用意をしておいてくれ」と命じられたのだ。

　この二ヶ月間、ただひたすらに小此木の指示を聞いていたほまれは、半ば脊髄反射にも近い反応で、二泊三日の荷物をまとめて集合場所へと向かった。そして、やっと思考が疑問にたどり着いたのだ。

　なぜ自分が、小此木の出張に付き合うことになっているのか、と。

「理由は前に話したと思うが、来年の春、沖縄でそこそこ大きな文具展示会が行われる予定なんだ。その展示会にウチのブースを置かせてもらうため、複数の業者とのコネを強力にしておきたい。現場では二手に分かれて営業に回りたいから、君を同行者にするんだ」

「本間君や江成君でもいいじゃないですか！」

　ふたりとも、すでに出張を終えて通常業務に戻っている。吉田は今日、四国から帰ってくる予定だ。

「さすがに、何度も同じ人を出張に行かせるわけにはいかないだろう？」

「それはそうですけど」

　むぅ、とほまれはしかめ面をする。自分が出張するのはいいのだが、小此木に同行するのが嫌なのだ。しかも二泊三日と、期間は長めである。

「まあ、俺と一緒というのは不満かもしれないが、せっかくの出張なのだから羽を伸ばすつもりで楽しんだらいい。出張は初めてなんだろう？」

「は、はい。それは……まあ、初めてですけど」

　しかし仕事で行くのだから、羽を伸ばすのはいかがなものか。交通費も宿泊費も経費で出してもらえるのだから、遊び半分など許されない。

　ほまれの不満が顔に出たのだろうか。小此木がくっくっと笑う。

「君は真面目だな」

「お言葉ですけど、私が真面目なのではなく、小此木さんの姿勢がいい加減なんです」

「はははっ、言うね～。だが、出かける前からそんなに肩に力を入れていては、肝心の営業をする前に疲労がたたって、よい結果が得られなくなるかもしれないぞ？」

　ああ言えばこう言う。けれども彼が言っていることは一理あって、ほまれはうぐっと言葉に詰まった。

（まったく。口で勝てる気がしないわ。仕事の実力はあっても、この性格じゃ近くの人が苦労しそう。神は二物を与えないというけれど、本当ね）

　不満は勿論ある。だが、これは仕事だ。

　今までもたくさんのことを割り切ってきた。

　たった二泊三日我慢するなんて簡単だ。それに、何も四六時中小此木に同行するわけではない。先ほど小此木が言っていたように、現地では二手に分かれて営業活動を行うのだ。それなら、顔を合わせるとしても、せいぜい朝と夜くらいだろう。

　ほまれはそう自分を納得させて、スーツケースの取っ手を握った。

　空港直通の電車が到着するまで、あと少し――。

「ほまれさ～ん！」

　突然後ろから声を掛けられて、思わず振り向く。

「えっ!?」

　そこに立っていたのは、顔なじみの女性社員達だ。よく食堂で、ほまれと食事をしている。総務部に営業事務、企画部の人もいて、総勢六人の女性陣だ。

「私達、スピラステーショナリー東京支社の女性社員代表で来ました～！」

「じ、女性社員代表ですか!?」

　あっけにとられるほまれに、彼女達はキャッキャッと明るい様子で、ほまれと小此木を取り囲む。

「応援に来たんですよ～。何せ初めての出張ですもんね！」

「い、いや、お仕事はどうされたんですか！」

「ふふふ……。今日は給湯室に置いているケータリングの買い出しという名目で抜け出してきました。だから見送ったらすぐに帰りますよ～！」

　なんという裏技。そんな手を使ってまで、どうしてわざわざ見送りに来てくれたんだろう。戸惑うほまれに、女性社員の一人が「ハイッ」と何かを渡した。

「これ、長旅のお供にどうぞ～」

「軽くつまめるお菓子と、飴です！」

「飛行機って、時々耳がキーンってなるんですよね。そんな時は飴舐めるといいですよ」

「あっ、ありがとう……みんな」

　戸惑いつつも受け取って、ほまれははにかむ。すると、女性社員たちは見蕩れたように揃って頬を染めた。

「本当にほまれさんって王子様……。そのはにかみ笑顔最強です～……」

「今日も凜々しいお姿で、眼福ですね～！」

「あはは、それはその、ありがとう？」

　時々みんなのテンションについていけない。多くの女性社員にとってほまれは『王子様』なのだが、自分のどこが王子様なのか、いまひとつ理解できない。

　確かに可愛いとは言いがたい中性的な顔と、百七十八センチの高身長は、良い風に言えば凜々しいといえるのかもしれないが。

「それに、小此木課長と並ぶと本当に映えますよね！」

「俺か？」

　ほまれに騒ぐ女性社員達から少し距離を置いていた小此木が意外そうに言う。

　彼女たちは「ええもうっ」と両手の拳を握った。

「高身長同士だし、遠目から見てもすごく目立っていましたよ。ほまれさんも小此木課長もスラッとしてるから、モデルみたいでした～！」

「はは、お褒めにあずかり光栄だね」

「モ、モデルはちょっと私には褒めすぎだと思いますが……」

　ほまれが困ったように微笑むと女性社員のひとりに「相変わらず謙虚～！」と腕を叩かれた。

「とにかく。商談がうまくいくこと、全力で応援してますねっ」

「そうですよ！　あの陰険部長の鼻っ面をへし折っちゃうくらい、大成功させてください！」

　わあわあとみんなが応援してくれる。

　ほまれの心がじんわりと温かくなった。

　営業部では、同僚に嫌味を言われ、部長に不遇の扱いをされているけれど。

　……自分にはこんなにも味方がいる。

「ありがとう。頑張ってきますね。おみやげを楽しみにしていてください」

　ほまれが心からの感謝を口にしていると、ホームに特急電車がやってきた。

　ドアが開き、乗客が降りてくる。小此木は軽く会釈をすると、スーツケースを持って電車に乗り込んだ。ほまれも彼の後ろに続く。

「それじゃ、行ってきます」

　軽く手を振った。女性社員達も元気に手を振る。

　警笛が鳴り響いて、ドアが閉まる直前――。

「営業ついでに小此木課長もゲットしたらいいですよ！」

「夜這いがんばれ！」

「うまく酔わせてその気にさせると、だいたいうまくいきますよ！」

「えっ!?」

　一瞬、何を言われたのか全く理解できなくて、ほまれは慌ててうしろを振り返った。しかし女子社員達の「がんばって～！」という黄色い声と共に、ドアがぷしゅんと閉まる。

「君が女性の人気を独り占めしているという噂は聞いていたが、本当のようだな。大人気じゃないか」

「そ、それは嬉しいことですけれど、今……え、あの人達、今なんて？」

　何度も後ろを見るが、もう電車は走り始めている。外の声が聞こえるはずもない。

「あそこまで応援されているのであれば、俺も負けていられないな」

「何の話ですか!?」

　ほまれが突っ込みを入れるも、小此木は笑うだけで答えてくれない。そのままスーツケースを片手に、座席へと向かってしまった。

「……もう。なにがゲットよ」

　女性社員のみんなは、突然何を思って小此木課長とほまれをくっつけようとしているのか、まったく理解できない。

　確かに彼は顔がよくて仕事もできる、多くの女性が理想としている男性像ではあるかもしれない。

　だが、それなら自分の恋人にしたいと思うものではないか？

　それなのに、どうしてほまれを応援するのかわからない。しかも自分は別に小此木なんて全くタイプではないのだ。好きとも思わない。……そう思わなくてはいけない。

「んっ？」

　今、自分の思考が酷くおかしいことに気が付いた。電車の通路で思わず立ち止まる。

「どうした？　スーツケースを貸してくれ。荷物棚に載せるから」

　自分のスーツケースを荷物棚に載せた小此木がこちらを見る。あわあわとうろたえながら、ほまれはスーツケースを前に出した。彼はそれを軽々持ち上げて、荷物棚に載せる。

「さあ座ろう。沖縄に到着したら忙しくなるから、今のうちに体を休めておくんだ」

「い、言われなくてもそうしますっ！」

　ほまれは強気に言い返して、座席に座る。

（もう、みんながあんな風に言うから、妙に意識してしまうじゃない！）

　やめてほしい。自分はあくまで仕事に行くのだ。

（そうよ。遊びに行くんじゃない。これは仕事仕事仕事……仕事仕事……）

　まるで念仏のように『仕事』と繰り返し、下唇を噛んで前を睨む。

　どこから見ても隣に座る小此木を意識しているのがありありと分かるその姿に、小此木は微笑ましいものを見るような目で微笑んでいた。
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　八月の沖縄は暑い。

　だが、空港を出て最初に感じたのは『心地いい』だった。

「わぁ」

　本州よりも空が綺麗だと思った。ほんのり潮の匂いがする。

　まるでほまれ達を出迎えるように、道路にはたくさんの椰子の木が並んでいた。

「すごい。沖縄に来ちゃった……しかも仕事で！」

「沖縄は初めてなのか？」

「はい。修学旅行は北海道でしたし、西日本とはあまり縁がありませんでした。実は九州も行ったことがないんです」

「それはもったいない。是非行くべきだな。大分の別府温泉に、長崎の異人館。どれもオーソドックスだが見所はたくさんある。足を伸ばして鹿児島に行き、馬刺しと芋焼酎を楽しみにいくのもいいぞ」

「……小此木さんは、旅慣れてそうですね」

　チラ、と横目で睨んだ。本社時代からあちこち出張にでかけていたのだろう。ソツのない彼のことだから、誰にも文句が言えないくらいの商談をパーフェクトにまとめた上で、ついでにグルメや観光を楽しんでいたに違いない。

　そんなほまれの予想は当たっていたのか、小此木はくっくっと笑った。

「国内はもちろん、国外にもそれなりに詳しいつもりだ。俺と結婚したら、快適なハネムーンを約束するぞ」

「何を言ってるんですかっ!?」

　思わず顔を熱くして怒鳴ると、小此木は「反応が正直だなあ」と笑い続ける。

「ホテルについたら準備をして、さっそく営業に出るぞ。アポを取った会社の場所は把握済みか？」

「はい、それはもちろんです」

　いきなり仕事の話をするものだから、ほまれは慌てて姿勢を正して答えた。

「頼もしい返事だ。よろしく頼むぞ、相棒」

　ぽんっと背中を叩かれた。単に部下を激励しているだけのスキンシップなのに、ドキッと心の鼓動が大きく高鳴る。

（だからどうして、いちいち私は動揺してしまうの！　自分が嫌になる。これは仕事、これは仕事！）

　意識しないようにしようと思えば思うほど、意識してしまう。

　まるで蟻地獄だ。抜け出したいのに抜け出せない。

　いつも自信に満ちていて、失敗なんて一度も経験したことがなさそうで。……誰からも慕われて、信頼されて、親しまれている。

　支社の同僚だって、最初は嫌っていたかもしれないが、すぐに小此木を認めて、今や尊敬すらしている。

　きっと小此木は人生の勝ち組だ。そういう人が近くにいると、ほまれはイライラと鬱屈した気持ちを抱えてしまう。

　自分だって頑張っているのに、どうしてこんなにも認めてもらえないのか、嫌われてしまうのか。この高身長と、可愛くない顔さえなければもう少し扱いもマシだったのだろうか。

　そんなとりとめのないことを考えてしまうから、小此木の近くにいるのは嫌なのだ。

　なのに惹かれてしまう。どうしても視線を向けてしまう。彼の圧倒的な存在感を無視することができない。

（もしかすると、これが人望ってものなのかもしれない）

　自分にはないものだ。そして、上に立つ人間には必要不可欠な要素である。

　――所詮、主任止まり。女だから。女のくせに。

　ぎゅ、と下唇を噛んだ。

　隣を歩く小此木が「どうした？」を首を傾げる。

「……なんでもありません」

　短く答えて、前を向いて歩いた。この仕事を成功させたらきっと何かが変わるはず。そんな根拠のない期待を持って、今は目の前の仕事に打ち込むしかない。
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　沖縄出張一日目は、ほまれが必死に走り回っている間に終わってしまった。電車に揺られ、飛行機に乗って、さらに営業の仕事もすれば心身ともにへとへとだ。

　正直、沖縄観光を楽しむような余裕はひとつもなく、夕食に誘う小此木をおざなりに断って、ホテルのベッドで泥のように寝てしまった。

　次の日、夢も見ずに深い眠りに落ちていたほまれは、アラームの音と共に目が醒める。

「あ……そうだ、今、沖縄なんだった……」

　何だか信じられないが、本当の話である。昨日だって、那覇市中をタクシーで走り回って文具卸売りの業者に挨拶していた。

「今日の予定は……レンタカーを借りて……市外に出るんだっけ。はあ……」

　重い体を起こし、冷たい水で顔を洗って気持ちをしゃっきりさせる。

　化粧をして、ビジネスバッグの中身を確かめて、ほまれは「よしっ」と自分に気合いを入れて、部屋を後にした。

　朝食はホテルレストランのビュッフェだ。

　バリエーションは本州のものと殆ど変わらないだろう。だが、時々、沖縄らしい食材があって、ほまれは珍しさに目を輝かせる。

「海ぶどう。おいしそうだなあ」

「食べてみたらいいじゃないか」

「そうですね……って、うわっ!?」

　振り向くと、ヤツがいた。

　小此木緋雨。いつもと変わらない勝ち気な笑顔は、長旅の疲れなどつゆとも感じさせない余裕に満ちていた。ほまれは苦虫を噛みつぶしたような顔をしてしまう。

「おはようございます……」

「おはよう。昨日の疲れは取れたかな？」

「しっかり寝ましたから問題ありません」

　からかうような小此木の質問に早口で答えて、ほまれは自分の皿に海ぶどうを入れた。

「えーと、これはサラダみたいにドレッシングをかけたらいいのかな」

「それでも美味しいけれど、こっちの紫山芋のとろろをかけて、たれをかけてもいいぞ」

　小此木が横から声を掛けてくる。

　バイキングなのだから好きなものを選ばせて欲しい……と思いつつ、ほまれは嫌そうに彼が指さす方向を見た。

　すると、目を丸くして驚いてしまう。

「わ、すごい。紫色のとろろなんて私初めて見ました」

「紫長芋は、温暖な気候の土地でないと栽培できないのかもしれないね。おいしいから、試してみるといい」

　そういいながら、小此木も海ぶどうを皿に盛ってとろろをかけ、隣にあったタレをかけてみせる。

　彼の言うとおりにするのはちょっとしゃくではあったが、沖縄ならではの珍しい料理は食べてみたい。

　ほまれはしぶしぶ小此木に倣った。

　ほかほかのご飯、味噌汁、塩漬け肉の鉄板焼き。サラダ。

　食べたいものを次々トレーに載せていると、ほまれの隣でゆで卵を手に取った小此木が微笑む。

「健啖家なんだな」

「図体だけはでかいので、これくらい食べないとお昼まで持たないんです」

　ムッとしながら答える。女のくせによく食うやつだと思っているのだろうか。

「俺も朝はしっかり食べないと仕事にならない。奇遇だな」

　ニッコリと言われて、ほまれはぷいと顔をそむけた。

　自分で思うのもなんだが、ほまれは大分と小此木に対して冷たい態度を取っている。こんなにも優しく声をかけて、気遣って、ニコニコと微笑んでくれるのに。

　自分の器の狭さがむざむざと思い知らされて、ほまれは自分が嫌になる。

　優しくしてくれるのだから、その優しさに甘えたらいいじゃないかと思うのに、どうしても対抗意識が顔を出してしまうのだ。

　小此木の優しさに負けたくない。彼に屈したら、懸命に守っていた自分の何かが壊れてしまう気がする。

　ほまれが席に座ると、向かい側に小此木が座った。

　頂きますと両手を合わせてから、箸を持つ。

　まずはずっと気になっていた海ぶどうからだ。紫山芋のとろろをたっぷりつけて、ぱくりと食べてみる。

「んっ」

　驚きに目を見開く。口の中で、海ぶどうがぷちぷちっとはじける食感が新しい。とろろの舌触りはとろけるようで、甘塩っぱいたれが合う。

　とてもご飯に合うおかずだ。後味はさっぱりしているから、さくさく食べることができる。

「おいしい！」

　思わず笑顔が零れる。小此木はまぶしいものを見たかのように目を細めた。

「それは何よりだ」

「サラダもしゃきしゃきですね。南国のフルーツがたくさん入っているのに、相性ばっちりです」

「マンゴー入りのサラダなんて、本州ではあまり見るものではないが、確かに美味しいな」

「フルーツって、意外としょっぱいドレッシングにも合うんですね」

　ぱくぱく。箸が止まらない。ほまれはあっという間に朝食を綺麗に食べ終わって、ほどよい満腹感に幸せなため息をつく。

「食後にハーブティーはいかがかな？」

　先に食事を終えた小此木が、ガラス製のポットを持ってきた。

「このホテルは、ハーブを育てているらしくてね。朝摘みのミントティーだ。気分もすっきりすると思うよ」

　そう言いながら、小此木はふたつのカップにハーブティーをそそぐ。

　ほんのりグリーンの色がついたハーブティーから、ミントとレモンの香りが漂った。

「では、頂きます。……あ、おいしいです」

　熱さはちょうどいい。ゆっくり飲むと、ミントの爽やかな香りが口いっぱいに広がって、スーッとした清涼感のある味わいに心が落ち着く。

「香りがほどよい。レモングラスが味を引き締めて、朝にぴったりのハーブティーだ」

　小此木もおいしそうに飲んでいる。そんな彼を、ほまれはジッと見つめた。

　なぜだろう。彼がお茶を飲む姿が妙に綺麗に見える。

　ぴんと背を伸ばしてティーカップを摘まんで、口に運ぶ。

　仕草はほまれと全く変わらない。飲んでいるものだって同じなのに、まるで小此木はとても高級な紅茶を飲んでいるように見えてしまった。

（優雅……。そう、仕草が優雅なんだ、この人）

　初めて出会った時から、彼には気品の高さがうかがえた。

　遠慮なくものを言うところや、自信に満ちた態度は、一歩間違えれば粗暴になる。だが、小此木はそういう悪い雰囲気をみじんとも感じさせなかった。

　その理由は、一挙一動が上品だからだ。歩き方、佇まい。椅子に座る姿でさえ、まるで雑誌のモデルを切り取ったみたいに彼は映える。

　誰もが視線を向けてしまう。無視できない存在感。

　今だって、ほまれとハーブティーを飲んでいる小此木を、ホテルの客がチラチラ見ている。

　顔立ちがよく、日本人の中では比較的目立つ高身長というのも注目を集める理由になっているけれど、そこに嫌味を感じないのは、小此木の立ち振る舞いが優雅だからなのだ。

（私もこんな風になりたいな……）

　内側から滲み出る上品さはないかもしれないが、姿勢をまっすぐに正すだけでも変わるかもしれない。

　ほまれは意識して背筋を伸ばし、ハーブティーを飲んでみる。

　時々部下に注意されては、クセになった猫背を治そうとしてきた。しかし、自主的に姿勢を正そうと思ったのは初めてだった。

　丸くなった背中をピンと張るだけで、視線が上がる。

　それでも小此木は自分より背が高いから、目の位置はまっすぐには合わない。

　ほまれは知らないうちに、自分がずいぶんリラックスしている事に気が付いた。

　目の前には気に入らない男がいるのに、不思議とその男に見つめられると、心がほわりと温かくなるのだ。

　どうしてだろう？　わからない。

　ぱちっと目が合って、小此木が穏やかに微笑む。

　途端に体が熱くなってしまって、ほまれは顔をそむけた。

（顔が……、そう。顔がいいからだわ。全ては小此木さんの顔がいいのが悪いのよ）

　そんな滅茶苦茶な責任転嫁をして、ほまれは残り少なくなったハーブティーを飲み込んだ。
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　沖縄二日目の仕事は、小此木に同行して各社へのプレゼンに勤しんだ。

　事前に小此木がコンタクトを取り合っていたのが良かったのだろう。プレゼンは順調に進み、商談の雰囲気も和やかだった。

　ほまれの印象としては、沖縄の人達は想像していたよりもずっと気の優しい人が多いということ。

　話も真面目に聞いてくれるし、打ち解けるのも早い。フレンドリーな人が多くて、ほまれは嬉しくなった。

　相手の愛想が良ければ、こちらも話しやすい。自然とプレゼンには熱が入り、会話も弾む。

　けれどもほまれは、きっと自分一人ではここまでスムーズな商談はできなかっただろうと思った。

　今日という日までにしっかり地固めをした確実性。沖縄という遠方であっても物怖じしない言動。

　小此木は、顔がいいだけではない。

　抑揚のある話し方、客と視線を合わせるタイミング。全てが自然に見えて、計算されていた。ほまれが驚いてしまうほどの完璧な会話術だった。今までに何度もこなした営業経験があってこそ、こんなにもスムーズに会話が進んでいるのだ。

　かなわない。

　和やかな雰囲気の中、交わされる覚書。

　まるで予定調和のようだった。全ての事象が小此木の思うままに進んでいるみたいだ。

　――かなわない。私は、小此木のようにはなれない。

　悔しいという感情がさざ波のように襲いかかる。

　どこかで、自分は頑張っていると思っていた。営業部の中では、比較的努力しているほうだと自負していた。

　それでも自分の頑張りを認めて貰えないのは、『女』だから。

　ほまれはそう思っていたけれど、違うのだ。ほまれが小此木ほどの実力を持っていたら、女だろうが男だろうが、高い評価が与えられる。文句ひとつ出ないほどの圧倒的な営業力を持っていたら、誰もが否応なく認めるのだ。

　つまり、ほまれは……その程度ということ。

　結局『主任止まり』なのだ。男女の区別はなく、純粋な営業の実力として。

　小此木の傍にいると、自分の至らなさをいくつも自覚してしまう。彼がそつなく仕事をこなすのを見ているだけで、自分がいかにちっぽけな存在か、自覚せずにはいられない。

（こんな現実、気づきたくなかった。ううん、自分が井戸の中の蛙だったと気づくことができたのは良いことだと思うけど、自信、なくしちゃうよ）

　予定していた商談は、全て成功を収めた。

　しかしほまれは素直に喜ぶことができず、心の中は暗い靄がかかっていた。




　その日の夜は、小此木の提案でふたりだけの打ち上げ会を行うことになった。

　本音はひとりになりたかったのだが、さすがに二日連続で上司の誘いを断るのはどうかと思ったのだ。

　夕暮れのメインストリートをタクシーで進む。

　やがて到着したのは、観光地から少し離れた海沿いのカフェバーだった。

「海が見えますね……」

「やっぱり沖縄といえば、海だからな。綺麗だろう？」

　西日が差し込む海は、淡いマリンブルーをほんのり茜色に染め上げていた。光に反射した波がきらきらと光って、涼やかな潮風がほまれの頬を撫でる。

「沖縄の海って、綺麗ですね。こんなに明るい色の海を見たのは初めてです」

　小此木との実力の差を見せつけられて落ち込んでいた心が、ほんのりと癒やされていく。

「前にプライベートで沖縄旅行をした時、このカフェバーを見つけたんだ。酒はもちろん、料理もうまいし、客入りがほどよくて、落ち着いた雰囲気がいい。俺とっておきの店だから、みんなには秘密にしてくれよ？」

　ほまれが小此木に目を向けると、彼は軽くウィンクをした。

　プライベートで沖縄旅行……ということは、誰かと一緒に行ったのだろうか。そう、例えば。

「恋人と行ったんですか？」

　思わずポロッと疑問が出てしまった。

　小此木は驚いたように目を見開くと、いきなり腹を抱えて笑い出す。

「あははははっ！」

「ちょっ……そ、そんなに爆笑することないじゃないですかっ」

「す、すまない。君もそういうことを気にするんだなと思うと、笑えてしまって」

　まだ笑い足りないのか、小此木は時々肩をふるわせている。

「どうせ恋愛話が似合いませんよ。こんなにも図体がでかくて、顔だって男みたいなんだから」

「違う違う、そういう意味じゃない。笑ってしまったのは、安心したからだ。ずっと緊張していた糸が切れたら、思い切り笑いたくなるものだろう？」

「い、意味がわかりません」

　笑いを堪える小此木に戸惑ってしまう。すると彼は、軽くほまれの背中を叩いた。

「実はね、君は恋愛に興味がないのかと思って恐々としていたんだよ。でも、人並みに俺の恋愛歴を気にしてくれたから、ホッとして嬉しくなったんだ」

「別に、私はっ！　小此木さんの恋愛歴が聞きたいわけじゃなくてっ！　プ、プライベートの旅行だと仰ったから、彼女さんと行ったのかなって、ごく自然に思ったまでです！」

　ほまれが慌てて訂正するも、小此木はニコニコと上機嫌だ。

「では正直に言おう。答えはノーだ。旅行はひとりで行く主義でね。何せ、俺の旅行は計画性がない。行きたい時にふらっと行って、気ままにノープランで巡るのが好きなんだ」

「そ……そうなんですか」

「ああ。安心したかい？」

　目を細めて微笑む。カッとほまれの顔が熱くなった。

「安心なんてする必要ないですし！」

「はいはい。じゃあ早速店に入ろう」

　小此木はあくまでマイペースにほまれを促す。ムッとして反抗したくなるが、ここへ来て店に入らず帰るのもおかしな話だ。

　ほまれは腹を決め、さりげなく肩に触れようとする小此木の手を払ってずんずん店の中に入っていく。

「わあ」

　しかし、店内を見るなりほまれの目が輝いた。

　南国を意識しているのだろう。丸太拵えのロッジのような店内は、白い貝殻をつなぎ合わせた壁飾りや観葉植物が可愛らしく飾られていた。

　カウンター席と、テーブル席。いずれも、木目のある木で作られている。

　自然色豊かな店の内装はとても可愛らしくて、あちこちをキョロキョロしてしまう。

「素敵なカフェバーですね」

「だろう？　君好みの内装だと思っていたんだ」

　そう言って、小此木はスタッフを呼ぶと、何事か話した。そしてほまれ達は外のテラス席に案内される。

「ここなら、海を眺めながら食事を楽しむことができる」

　穏やかな波の音。夕暮れの空は次第に夜の色へと変えていき、きらきらと星が見え始めた。

「本当に、私が普段住んでいる場所とは別世界ですね。綺麗なところ……」

　こんな景色を見ながら食事ができるだなんて、滅多にない贅沢だ。

　突然の沖縄出張だったけれど、今までの疲労が全て帳消しにされてしまうほど、カフェバーの雰囲気がいい。

「ところで小此木さん。私好みの内装だなんて、どうしてわかったんですか？」

　ほまれが木製の椅子に座りながら聞くと、小此木がにっこり笑う。

「いつも使っている文房具が可愛いからね。君が会社のデスクで使っている文具はよくあるシンプルなオフィス文具だけれど、外で手帳にメモを書き込む時は、いつもポケットから可愛いペンを出していただろう。だから、本当に好きなのは後者かなと思ったんだ」

　うっ、とほまれは言葉に詰まってしまった。

　……アタリだ。しかし、小此木に見えないように出していたのに、ばっちり目撃されていたなんて。彼はどれだけめざといんだろう。

「飲み物を頼もうか。君が好みそうなカクテルがあるんだが、俺が決めていいかな」

「は、はい。その……あまり強くないのがいいんですけど」

「了解だ。酔わせてモノにするなんて真似はしないから安心してくれ。俺は真っ向勝負で君を勝ち取りたいと思っているからね」

　艶めいた目でほまれを見た小此木は、スタッフに飲み物や料理を手早く注文する。

（そういえば、宣戦布告……とか言っていたわね）

　初めて会った日のことを思い出す。あの時は冗談としか思えなかったけれど、彼はまだほまれを恋に堕とすつもりでいるのだろうか。

　所詮ゲーム感覚と決めつけていたけれど、これが遊びであれば、小此木は相当悪趣味な人間だ。しかし、今日まで彼と仕事をしていて悪辣な人間には見えなかった。

　そう、小此木は男性として、何より人間として、実にまっとうである。

　偏屈な性格ではなく、他人を傷つけるようなことは一切言わない。自信家で意地悪なところはあるが、嫌味がない。

　しばらくして、スタッフが酒を運んでくる。

　小此木の前には透明な酒のロック、そしてほまれの前にはカクテルが置かれた。

「綺麗な色ですね。まるでさっき見た夕暮れみたい」

「うん。トロピカルサングリアという名前でね。その名の通り、ワインに果物を漬けたサングリアに、マンゴージュースを合わせたものらしい」

　まばゆいほどの黄色いマンゴージュースの上に、茜色のサングリアが注がれた、二層のカクテル。細かく砕いた氷が入っていて、たまらなくおいしそうだ。

「小此木さんは何を頼んだんですか？」

「俺は普通に泡盛のロック。やっぱり沖縄に来ると、島酒を飲みたくなるんだ」

　なるほど、とほまれは頷く。

　小此木がグラスを持ち上げたので、慌てて両手でグラスを持った。

「乾杯」

　かちん、とガラスの合わさる音。

　ほまれはストローでゆっくりカクテルを飲んだ。柑橘類の爽やかな香りがするサングリアはサラッとした飲み心地で、その後に来るマンゴージュースは濃密な甘さ。こくんと飲み込めば、複雑な味わいにうっとりと目を閉じてしまう。

「おいしいですね」

「お口にあって良かった」

　にっこりと小此木が微笑む。……だから、その笑顔は、やめてほしい。ほまれは俯き、もう一口カクテルを飲み込んだ。

　やがてスタッフが注文した料理をテーブルに置いていく。

　豚のモツ焼き、生ハムとトロピカルフルーツのサラダ、魚の揚げ物。

「沖縄料理って、もっとこう、ゴーヤーとか、豚足を使う料理が多いと思っていましたけど、意外となじみがあるんですね」

「もちろん君が言った料理もあるけどね。今回は俺の好みで選んだから、食べやすさを重視してみたんだ。いきなり豚の鼻が出てきても困るだろう？」

「そ、そうですね。見てみたい気はしますが、食べるのは勇気がいりそうです」

　ほまれは苦笑いをしてしまう。

　そして魚の揚げ物を箸で取り、小皿に入れてみた。

「これ、小魚をまるごと揚げているんですね」

「グルグンっていう魚なんだよ。聞いたことないだろ」

「聞いたことないです！　こっちでしか獲れない魚なんですか？」

「東京のほうでは『タカサゴ』という標準名で出回っているみたいだね。でも、グルグンは沖縄ではなじみのある魚だと聞いたことがある。塩だけでおいしいから、食べてみて」

　小此木がほまれの取った魚に塩を振ってくれる。

　ありがとうございますと礼を言ってから、魚を口に入れてみた。

　サクッとした歯ごたえ。じゅわりと溢れる魚の旨味。淡泊な白身が塩と合う。

「美味しい！　味付けがとてもシンプルだから、素材の味がよく出ていますね」

「島だからね。やっぱり魚が身近なんだろう。料理も素朴なものが多くて、俺も結構気に入っているんだ。凝った料理もいいところはあるが、こういう料理は地元で食べるのが一番おいしい」

　小此木はそう言って、自分も魚の揚げ物を取ってさくりと食べる。

　やはり、食べる所作が綺麗だ。箸の持ち方から食べ方まで、とても洗練されている。

　なんとなくジッと小此木を見ていたら、揚げ物を食べ終えた彼がようやく視線に気づき、顔を上げた。

「どうした？」

「あ、いえ。小此木さんって、ごはんを食べる仕草が綺麗ですよね。見ていて気持ちがいいなって思ったんです」

　すると小此木は驚いたように目を丸くして、ニッコリ微笑む。

「ありがとう。君に褒められると悪い気はしないな。俺も、ほまれの食べる様子を見るのが好きだよ。何でもおいしそうに食べているから、色々勧めたくなる」

「う。そ、そうですか。って、ちょっと待ってください。今、私のこと名前で……！」

　実にさりげなかったが、彼は自分のことを『ほまれ』と言ったのだ。

　咎めるように彼を睨むが、小此木はまったく悪気のない笑顔のままである。

「仕事の時間は終わったんだから、別に名前で呼ぶくらい構わないだろう？」

「構いますっ！　なんか、距離が近いです」

「俺は君と距離を縮めたいから、積極的にぐいぐい押していこうと決めたんだ」

「勝手に決めないでくださいよ。全くもう」

　マイペースかつ、すぐに自分のペースで話を進めようとする。こういうところはちょっと困ると思いつつ、ほまれはカクテルを飲む。

「ところで、前からほまれに聞きたかったことがあるんだけど、いいかな」

「……答えられることなら」

　もはや名前で呼ぶことはやめないのかと、ほまれは面白くなさそうな顔をする。

　小此木は自分の皿に品良くサラダを盛りながら、質問を口にした。

「ほまれは、見た目と性格にギャップがあるように見えるが、それは、見た目を作っているからなのか？」

　――ズバッと核心を突かれた気がした。

　まさかそんな質問が来るとは思わなくて、ほまれの箸が止まってしまう。

　彼はほまれの小皿を取ると、バランスよくサラダを盛り付けた。

「小此木さんは、私の事を……そう思っていたんですか？」

「支社に異動してからずっとほまれを見ていた。女性社員に人気があって、パンツスーツが似合って、化粧気が少なく、凛とした姿は勇ましいほどだ」

　そう言って、小此木はほまれに皿を渡した。

「しかし君と話していると、その毅然とした姿とはまったく違って見えた。自分に自信がないくせに、負けず嫌いだ。小心者なのに真面目だから貧乏くじを引いてばかり。おまけにファンシー文具をひそかに隠し持っていて、外でこそこそ愛用している」

　ほまれは顔に熱を感じて俯いてしまった。

　どうしてこの人は、こんなにも自分を理解しているんだろう。誰にも知られていないと思っていた自分の本当の姿。しっかり見抜かれている。

　これができる営業マンの成せる観察眼なのだろうか。

「い、言いたい放題ですね。悪口も入っていませんか？」

「悪口に聞こえたら謝ろう。でも君には正直でいたいんだ。もしかして君の見た目は、背の高さに理由があるのか？」

　どきっと心の鼓動が鳴る。

　……全く、心臓に悪い人だ。隠していたことを、次々と暴いてしまう。

　けれども不思議とほまれは、嫌な気分にはならなかった。何となくだが、彼には自分の本質が見破られていると予感していたのかもしれない。

　ほまれは諦めたように笑った。

「自信家で、何をしてもそつなくこなしてしまう、完璧な小此木さんにはわからないかもしれませんね」

　多少の嫌味を含めてしまったのは、彼が言う通り、自分が負けず嫌いだからだろう。

「私はこの通りの身長で、顔立ちも女らしいというよりはボーイッシュなので、小さいころから『女の子らしさ』が求められなかったんです」

「つまり、他人のイメージに合わせて自分を作っていたということか。どうしてそんなことを？　他人の声なんて聞き流せばいい。好きなように着飾ったらいいじゃないか」

　泡盛を一口飲んで、心底不思議そうに小此木が訊ねる。

　そういうところが相容れないのよ、と思いつつ、ほまれもカクテルのストローに口をつけた。

「他人に『イメージと違う』と言われるのって、結構堪えるんですよ。あくまでそれは他人が押しつける価値観に過ぎません。そう分かっていても、段々自分自身が否定されたような気持ちになっていくんです」

　カクテルのグラスをテーブルに置いて、ほまれは生ハムとマンゴーを合わせて食べる。生ハムのしょっぱさとマンゴーの甘さが合わさると、意外にもおいしい。ドレッシングもフルーツをふんだんに使っているのか香りがよく、味もよかった。

「高校の頃はバスケ部に入っていて、髪も短く切っていたから、遠目から見たら本当に男の子みたいだった。制服のスカートが似合わないって、何度言われたことか」

　ほまれは呆れたように笑う。

　男みたい。かっこいい。制服は似合わないけどユニフォーム姿は素敵。

　聞きたくなくても、自分の噂は耳に届いた。

  ある日、ファンシーな文房具を使っていたら、女の子に笑われた。

『なにそれ、もしかしてもらい物？』

『あはは、似合わないね～』

　ぐさりと、胸に槍が刺さったようだった。まさか文房具にまで、そんな風に言われるだなんて思ってもみなかったのだ。

『あ、うん、そうなんだ。従姉妹がくれて……』

　無意識に、そんな言い訳が口から零れた。

　本当は可愛い文具が好きなんだと素直に言えば良かったのかもしれない。だが、高校生のほまれは言えなかった。

　学校という、ある種閉鎖された空間で、自分が『異質』になるのが嫌だったのだ。

　休みの日、スカートを履いて街を歩いていたら、たまたま出会ったクラスメートの男子に指を差して笑われた。

『男みたいな見た目のくせにスカートかよ！』

『びっくりするくらい似合わないぞ』

　気持ち悪い。変だ。おかしい。おまえに、女らしい恰好はイメージに合わない。

　他人の声が怖くて、自分が女らしくあるのが異常に思えて、ほまれは自然と、自分自身を装うようになった。

　制服のスカートは仕方ないけど、外ではボーイッシュな服装を徹底した。持ち回り品はシンプルなものを揃えて、誰もがイメージする『赤久保ほまれ』を作り上げた。

　そのまま会社に入社して、何の因果か営業に回されて……。

　ほまれの作り上げたイメージはそのままに、内面だけが抑圧されている。

「私は女にしては背が高いし、顔も美人とは言えないから、仕方ないんです」

　諦めたように言いながら、モツ焼きの串を手に取ってみた。

　焼き鳥は時々食べるけれど、モツ焼きというのはあまり食べた機会がない。鶏レバーや、カシラは一応モツの部類に入るけれど、豚というのは初めてだ。

　試しにぱくっと食べてみると、想像していたような生臭さはない。香ばしい匂いは食欲をそそり、塩味が絶妙な塩梅で、コリコリした歯ごたえが面白い。

「……そうか。俺は、デリカシーのないことを聞いてしまったんだな。申し訳ない」

　小此木が頭を下げて、しおらしく謝った。

　ほまれは驚いてしまう。まさか彼が謝罪するなんて思ってもみなかったのだ。

「い、いえ。謝られるようなことじゃありません。単なる事実ですから」

「いや、君の過去を想像しなかった俺が悪い。でも、ほまれ。君が言われてきた『他人のイメージ』は、あくまでごく一部のものにすぎないと、俺は思うよ」

　ほまれは目をぱちぱちさせた。何だか、初めてそんな風に言われた気がする。

　小此木はいつもの勝ち気な笑みを消して、やけに真面目な表情をした。

「良い評価と悪い評価。心に残りやすいのは圧倒的に後者なんだ。君は、学校の中で自分の身を守るために、多くの『良い』意見よりも、少ない『悪い』意見を重視してしまったんじゃないか？」

「……悪い、意見」

　ほまれは戸惑った。そうなのだろうか。皆、ほまれが女らしい装いをすることを、可愛い文具を使うことを、イメージじゃないと思っていたのではないか。

　でも、よく考えてみれば、ほまれに直接『変』だと口にした人はほんの一部だった気がする。

「俺は似合うと思うぞ。むしろ見てみたい。背が高くてスマートな君を可愛らしく着飾りたい。許してくれるのなら、明日にでも俺がセレクトした服を贈りたい」

　にっこりと小此木が微笑む。その笑顔はまぶしいほど素敵だが、ほまれは若干体を引いた。

「えっ、冗談ですよね？」

「冗談なものか。明日東京に帰ったらさっそく何着か選びに行くぞ」

「いやいや、冗談にしておいてください。嫌ですよ」

「どうして嫌なんだ。可愛い服に興味はないのか？」

　興味はある。だが、袖を通す勇気が出ないと言おうか。それより何より、小此木にプレゼントされるなんて困る。プレゼントされる理由がないからだ。

　どうやって断ろうとほまれは悩んだあげく。そっぽを向いてぶっきらぼうに言った。

「ないわけじゃないですけど、どうせ似合わないですから」

「ほう」

　スッと小此木の目が細くなる。ほまれはビクッとした。

「分かった。こうなったら君が拒んでも問答無用で服を贈ることにする」

「どうしてそうなるんですかっ！」

「俺が似合うと思う服が、似合わないはずがないからだ！」

　断言、である。

　ほまれは呆気にとられてしまった。そして、日頃の鬱憤を吐き出すような重いため息をついてしまう。

「前から思っていましたが、小此木さんって本当に自信家ですね。私のことなんて、何も知らないくせに、どうしてはっきり言い切れるんですか？」

　じろりと睨んだ。少し酔っているのかもしれない。

　小此木はそんなほまれを見つめた後、自信満々な笑顔になる。

「それは俺がほまれに惚れているからだ。惚れているから常に見ているし、君自身が気づいていない魅力だって分かる。そんな俺が、君に似合わない服をセレクトするわけがない」

「なっ……！」

　顔が爆発しそうなほど、熱くなる。

「そっ、あっ、そういう……冗談、は」

「俺はこういう冗談を言うのが嫌いなんだけどな」

「うっ……だってあの、そんなこと言われても、私、女らしくないし、背が高いし」

「俺から見れば、君は女性として魅力的だし、背は俺より低いだろう？　まあ、俺より高くても惚れただろうけどね」

　茶目っ気のある目で見つめられる。

　ぷしゅーっ、と頭の先から湯気が出るようだ。

　こんなに真っ向から愛を語られるのは初めてで、どんな反応をしたらいいかわからない。

「それに、君は俺を自信家だと言ったけれど、違うよ。俺はいつだって、何かをする時、失敗を想定しているからね」

「そう……なんですか？　でも……」

　ほまれは戸惑った。

　だって小此木は初めて出会った日から自信家だった。勝ち気のある目はいつでも自信に溢れていて、挫折とほど遠い人物に見えていた。

　何でもはきはき話す滑舌のよさ。迷いを見せない瞳。

　それはほまれが焦がれてやまない、自分もこうなりたいと願う、理想の姿だった。

　小此木はくすりと笑う。

「部下の統率に支障が出るからね、無闇に迷いは見せないよ。けれど、心の中では常に悩んでいる。成績を出すにはどうすればいいのか、社内の人間とうまくつきあうにはどうすればいいのか。考えた結果、傍目から見れば自信家に見えるのかもしれないけどね」

　目を丸くする。

　小此木がそんな苦悩を持っていたなんて、知らなかった。彼の言葉が本当なら、小此木は確かに自信家ではない。言うなれば、自信家の皮を被った慎重派なのかもしれない。

「自分語りになってしまうけど、俺には姉と兄がいるんだ。俺は末っ子で……、ふたりに比べて俺は、あまり出来た子供ではなかった」

　少し言いづらそうに、小此木は照れた様子で話し始める。

「それでも優秀な姉と兄に追いつきたくて、必死で勉学に励んだけどね。……でも、今でも、あのふたりには敵わない。何度も自信を失ったし、自分の存在意義に疑問を持った。自分はあの家に生まれていいのかとさえ思っていた」

　――小此木にかける言葉が、出てこない。

　ほまれは彼を見つめることしかできなかった。

（だって、生まれていいのか、なんて）

　そんなこと、ほまれは思ったことがなかった。自信をなくしたり、落ち込んだりすることはあっても、両親の元で生まれてよかったのかなんて疑問は持たなかった。

　彼はいったい、どんな子供時代を過ごしたのだろう。

　ここまで仕事ができて、何でもそつなくこなす小此木が、どんな苦悩を抱えていたのか、ほまれには全く想像がつかない。

「すまない。おかしな話をしてしまった」

　はは、と小此木はごまかすように笑って、ゆっくりとグラスをあおる。

「酒が入って、口が軽くなっているのかな。それでもこんな話はしないはずなんだが」

　軽く目を伏せて、モツ焼きの串を取る。

「でも、いい機会だったと思う。ほまれには知っておいてほしかったからね。俺は人が言うほど完璧ではないし、挫折知らずでもない。足掻いて、落ち込んで、認められたくて。そういう、どこにでもいるつまらない男なのだと」

　少し情けなく微笑み、小此木は食事を進めた。

　ほまれは黙ったまま、甘いカクテルに口をつける。

　――もしかしたら、小此木は、誰にも理解されない孤独を抱えているのかもしれない。

　自信家に見えるその姿の裏に、孤独な一面があるのだとしたら。

　理解してあげたいと思ってしまうのは、驕りだろうか。

　小此木をもっと知ってみたい。彼がどんなことを考え、苦悩しているのか、話してほしい。

　心に湧き上がる気持ちに、ほまれは戸惑う。

　どうしてそんなことを考えているのか、自分でもわからない。

「どうして、私に知ってもらいたかったんですか？」

　グラスをテーブルに置いて、問いかけた。小此木は優しく目を細める。

「好きだから。というのが大半の理由だけど、他に挙げるとするなら、君の仕事に対するひたむきさや、努力家なところが、俺の心に響いたからかもしれない」

　理解して欲しい。

　ほまれに受け入れてほしい。

　レッテルのない、小此木緋雨という男を知ってもらいたい。

　彼の瞳がそう訴えているような気がして、ほまれは顔を熱くさせる。

「どうかこれだけは信じてほしい。俺はね、君と出会った時に、大好きになった。君の誠実な性格や真面目な気質、頑張り屋なところに、どうしても惹かれたんだよ」

　飾り気のないストレートな告白は、ほまれの心にストンと落ちる。

　星が瞬く美しい夜と、耳を癒やすさざ波の音。

　ほまれは、心の鼓動がとくとく早鐘を打つのを、止めることができなかった。










第三章

トラブルメーカーと、小此木の正体











　沖縄出張を終えて、数日が経った。

　デスクに座る営業部長は、非常に苦々しい表情をしている。そして彼の前には小此木、ほまれ、そして部下三名がずらっと並んでいた。

「確かに、誰も手を付けていない地域で営業するな、なんて決まりはない。しかも担当エリアのフォローも完璧にこなした上で、短期間での新規契約、五本。……さすがだと言わざるを得ないね、小此木君」

　部長は軽く息を吐くと、手に持っていた契約書をデスクに置いた。

　ここまで鮮やかに数字を取ってしまえば、担当エリア外で営業活動した叱責や文句も言えないのだろう。営業は数字が第一だ。どんなに品行方正でも、数字が取れなければ使えない営業となる。

「しかし、他の営業のしめしもあるから、余所の地区で営業をするのはどうかと思うんだがね」

「しめしで数字が取れますか？　与えられたエリアを守るだけが営業の仕事ですか？　そんなのは単なるルート営業ですよ。私の仕事は、新規の契約を取ることです」

「そ、それはそうなんだが」

　部長も小此木相手ではたじたじである。

　結局、お咎めらしいお咎めはなく、小此木が戦力に入った赤久保グループは初めて営業成績一位の座に輝いた。




　昼休み。会社近くにあるレストランの座席に座ったほまれの周りには、いつも通りの女性社員たちが集まっていた。

　今日は営業事務の女性社員にお昼を誘われたのだ。曰く、赤久保グループ月間成績一位のお祝いがしたいという事らしい。

「私、今日ほど営業事務で良かったって思ったことはなかったですよ～！」

「うんうん。部長が悔しくて堪らないって顔をしてたし、他の営業が成績表を見て呆気にとられた顔をしてたよね。すっごくスッキリしたよ～ウフフ」

　会社の外だからか、営業事務は言いたい放題である。

　たまたまなのか、それとも部長がそういう営業を集めたからなのか。支社の営業は少々陰険な人間が多い。単に女性が活躍するのが気に入らない男性が多いだけなのかもしれないが。

「とにかく、おめでとうございます！　今日のお昼は私達がご馳走しちゃいますからね！」

「ヒャッホウ！　本当に～!?」

「本間くんは別会計よ。私達はほまれ様を労いたいのであって、その他は実費！」

「その他……。何気に傷つくな」

　長方形のテーブル。ほまれの斜め向かい側には本間と江成、吉田も座っている。そしてほまれの隣には――

「赤久保を気遣うその気持ちだけ、上司として頂こう。だが、ここは俺の奢りにさせて欲しいな。赤久保グループの頑張りは勿論だが、営業事務の君達が支えてくれてこそ、得られた成果なのだからね」

　――悠然と微笑む、小此木が座っていた。

　彼の言葉を聞いた途端、女性社員たちは揃って「ひゃわ～っ」と高い歓声を上げる。

「なんてイケメン発言なの～！　やば～い！」

「全員奢りなんて言ってくれた人、今までいなかったよね！」

「さすが小此木課長。全てにおいて完璧すぎるわ。遠慮無くゴチになりますっ」

　女性社員や部下達は、さっそくメニューを見始めた。ほまれは思わずクスクス笑ってしまう。

「この支社は女性が元気でいいね」

　小此木がほまれにメニューを渡しつつ、笑ってそう言った。

「本社で働く女性社員さんとは、また違う感じですか？」

「そうだね。本社は大人しい人が多いかな。いや、そういう性格ではなく、社内環境がそうさせてしまうのだと思うけれど」

　小此木の言い方は、どこか歯切れが悪かった。喉に小骨が刺さったような、そんな違和感がある。

　ほまれが首を傾げると、小此木は「何でもない」と、首を横に振った。

「さあ、赤久保も食べたいものを選んでくれ。ステーキでも何でも、好きなのを選んでいいぞ」

「お昼からステーキを食べるのはちょっと無理です！」

　ほまれが慌てて断ると、向かいの本間が何てことないように言う。

「え、俺、がっつりステーキ三百グラムっスよ」

「奇遇だな。俺もステーキ五百グラムをお願いしようと思っていた」

　江成がさりげなく、本間より食べるぞアピールをして、本間がグッと悔しげな顔をする。

「五百なんか食えるかよ！」

「君達本当に遠慮ってものを知らないね。僕はカラスミのパスタ、キャビア添えにします」

「お前こそ遠慮しろよ！　それスゲー高くなかったか!?」

　がやがや騒ぐ部下達に呆れつつも、ほまれは我慢できずに笑ってしまった。




　昼食が終わって、皆、思い思いの場所へ移動し、あと僅かの休憩時間を堪能する。

　ほまれといえば、小此木と一緒に会社に向かって歩いていた。

「本当にごちそうさまでした。皆、ぜんぜん遠慮しないから結構支払ったでしょう？　私、半分払いますよ」

　奢りにおいて、遠慮する人間としない人間がいるが、ほまれの支社の女性社員と部下達に限っては、後者だ。ほまれも部下を労うために、時々ご馳走しているが、毎回出費が大変なことになっている。課長とはいえ、決して易しい出費ではなかっただろう。

　ほまれが財布を取り出そうとすると、小此木が軽く手で制した。

「そういう気遣いは無用だ。むしろ、皆気持ちがいいほど食べてくれたからね。俺も奢りがいがあるってものだよ」

「な、何ですかそれ。でも、給料日までまだ結構ありますし、小此木さんにも生活があるでしょう？」

　すると、小此木は意味ありげにほまれを見つめた。微笑んでいるのだが、何かを語りかけているような、不思議な目だ。

「な、なんですか？」

「いや、何でもない。とにかく、支払いは気にしないでくれ」

「そ、そうですか？　でも私、沖縄でも夕食をご馳走になってしまいましたし……」

「あれは、俺が下心ありで誘ったんだから、諦めて奢られてほしい。口説くつもりで酒に誘ったのに、ワリカンさせるなんてさすがに恰好が悪いからな」

　くっくっと小此木が笑い声を立てる。

　対してほまれは、顔に熱を感じて俯いてしまった。

　沖縄出張でのひと時は、ほまれにとって忘れられない記憶として残っている。

　頼りがいのある仕事への姿勢、頼りにしてもらえた喜び、優しい気遣い、そして。

　――『俺はね、君と出会った時に、大好きになった。』

　まっすぐな、愛の告白。

（ううっ……）

　思い出すだけで、頭から湯気が出てきそうだ。

「顔が赤くなってるが、どうかしたのか？」

　ふいに話しかけられて、ほまれは勢いよく首を横に振った。

「なっ、なんでもありません。あ、暑い、だけです」

　懸命にごまかして、手をうちわ代わりにして扇いだ。

　まったく、自分はどうしてしまったのだろう。ふとした拍子に、どうしても小此木を意識してしまう。

　隣を歩く時、歩幅を合わせてくれる気遣いとか、まるで慈しむような優しい瞳とか。

　耳に残る甘い低声。背の高い自分が見上げると、よく似合う気の強い笑みを浮かべた彼が自分を見つめている。

（ああ、だめ。意識するなっていう方が無理だわ）

　気づけば彼の動きを目で追ってしまう。職場では、彼の姿を探してしまう。

　自分には縁のない話だと思っていた。小さいころから男の子にからかわれ、嫌味を言われてきたほまれは、こんな気持ちを持つことがなかったのだ。

　いつの間にか自分の中で、多くの男性は『敵』も同然になっていた。

（でも、それは違うんだ）

　小此木が言っていた。ほまれを傷つける人間はごく一部にすぎないと。自分を認める多くの人から背を向けて、自分をけなす人間の言葉ばかり聞いていた。

　プラスの意見とマイナスの意見では、マイナスのほうが印象深く残る。心の傷として残っているから何度も思い出して、自己嫌悪に陥る。

　そんな生き方は、すごく、すごく――損をしているように思える。

（その事を気づかせてくれた事だけでも、小此木さんには感謝しないとね）

　小此木が支社に来てから、前よりもずっと呼吸がしやすくなった。男性に対抗するためではなく、確かな手応えを感じているから仕事を頑張りたい。

　彼の気持ちにはまだ答えることができないけれど……。

（きっと出るよね、答えが）

　とにかく今は、午後からの仕事も頑張るのみだ。

　ほまれと小此木は、揃って会社に戻った。

　すると、営業部のフロア前に人だかりができている。ほまれが横を見れば、小此木もほまれを見下ろして、ふたり揃って首を傾げた。

「営業部で何かあったのか？」

「さあ……行ってみましょうか」

　ふたりは人垣を分けて、営業部の扉を開く。

　するとそこには、営業部長と見慣れない女性が何やら立ち話をしていた。

（誰……？）

　ほまれは首を傾げる。

　だが、隣に立っていた小此木が、小さなため息をついた。

　どうしたんだろう。ほまれが小此木に目を向けようとした途端、ハスキーな声がフロア内に響き渡った。

「小此木君！　やっと会えたわ。久しぶりね！」

　カツカツとヒールの音を鳴らせて、まっすぐに小此木の元へと走って行く。

　背はほまれよりも頭ひとつ分低いだろうか。思い切ったショートカットに、大きな瞳と、ふくらみのある唇。メリハリのある相貌は、濃い目のメイクが似合っていた。

　耳には大きなリングのピアス。淡い青色のカラースーツが爽やかで、彼女が近づいた途端、ふわりと外国製のフレグランスが香る。

「蒼井あおいさん。どうして支社に？」

「もちろんあなたに会いにきたのよ。もっと言えば、あなたを連れ戻しにね」

　小此木の表情が変わる。それはほまれが見たことがないほど、苦々しいものだった。

「そこの部長から話を聞いたわ。さっそく色々やっているそうね。あなたのやり方は確実だけれど、反発されやすいのよ。事実、あなたが異動した当初は、営業の何人かが部長に文句を言っていたわ」

　小此木がジロリと部長を睨む。彼はすぐさま明後日の方向を向き、他人のふりをした。

　蒼井と呼ばれた女性は、赤いマニュキアのついた手を、するりと小此木の腕に差し込む。

「ねえ、型にはまったやり方を強いられるなんて、ぜんぜん小此木君らしくない。実際にここでやりづらさを感じているでしょう？　私の元に帰ってきなさい。あなたの能力を存分に引き出せるのは、私しかいないんだから」

　彼女の表情は自信に溢れていた。

　それは小此木が見せる勝ち気な笑顔と似ていたが、本質は全く違うとほまれは感じた。

（何だろう。うまく言えないけど。小此木さんの自信は、実力に裏打ちされた頼りがいのあるものだった。でもこの人は……）

　ほまれが戸惑っていると、自分の肩がトントンと突かれた。見れば、いつの間にこちら側へ来ていたのか、部長が立っている。

「赤久保、ちょっと話があるから来てくれ」

「え、でも……あの人は？」

「蒼井さんは小此木に任せておけばいい。本社で彼は、彼女の補佐についていたんだから」

　補佐？

　頭の中でハテナマークを散らすほまれは、部長に言われるがまま、営業部のフロアを出る。そして隣にある小さなミーティングルームに通された。

「先に説明しておくが、蒼井さんはうちの会社の社長令嬢だ」

「ええっ!?」

　ミーティングルームに入るなり説明されて、ほまれは驚きの声を上げる。

「彼女は本社企画部部長で、小此木の元上司だ。突然支社への異動願を出した小此木を連れ戻しに来たらしい」

「そういえば、小此木さんは本社で企画部に配属されていたのでしたね」

　なるほど。上司からしてみれば、小此木ほど出来た部下はいないだろう。彼がいなくなって、企画部にどれだけの損失を与えてるか、考えなくても容易にわかる。

「ところで……これは確認なんだが」

　営業部長は少し言いあぐねるように口を閉ざす。ややあって、潜むような声で問いかけた。

「赤久保は、小此木と、つきあっているのだろう？」

「はっ……？」

　目を大きくさせて、口をぽかんと開けてしまう。

　何を言っているのだ、この人は。

　思い出すのは、沖縄出張での事。確かに彼には素敵なところがある。告白もされてしまった。彼の弱音を聞いて、もっと彼を知りたいと思った。

　けれどもつきあっているのかと言えば、違う。

　ほまれは慌てて否定の言葉を口にしようとした。だが、部長の言葉のほうが一歩早かった。

「悪い事は言わん。釣り合う相手じゃないから、別れておけ」

　――今度こそ、ほまれは言葉を無くしてしまった。

　釣り合う相手じゃない？　それはどういうことだ。

　意味がわからず、ほまれはつい口を突いてしまう。

「確かに小此木さんは私などよりずっと仕事が出来る優秀な人だと思います。けれども、釣り合わないというのは違うんじゃないですか？」

　そんな事を言われてしまっては、小此木には、彼と同等のスキルを持った人でないとつきあってはいけないことになってしまう。

　小此木は能力で人を計るようなことはしないと、これまでのつきあいで理解していた。そして、彼が求めているのは仕事の優秀さではなく、自分を理解してくれる人なのだ。

　しかし部長はほまれを一瞥し、呆れたようなため息をつく。

「何も知らないのだな、赤久保は」

「どういうことですか？」

「知らないのなら、知る必要はない。とにかく警告はしたぞ。本来、小此木はこんな支社のいち営業に収まるような人間じゃないんだ。必ず面倒なことになるから、さっさと別れておけ。いい加減身の程を知るんだ」

　言いたいことを言い終えて、部長は足早にミーティングルームを出て行く。

（身の程って、どういうこと？）

　――こんな支社のいち営業に収まるような人間ではない。

　部長の言葉を思い出すも、まったく意味がわからない。だが、沖縄出張から感じていた温かい気持ちに突然冷水をかけられたような、そんな居心地の悪さを感じる。

「小此木さん。あなたは一体……」

　彼は、ほまれの知らない秘密を持っているのだろうか。

　だとしたらどうして黙っているのだろう。なぜ教えてくれないのだろう。

　ほまれが考えたところで答えは出ない。ただ、言いようのない不安が、ずっと心の中に渦巻いていた。





＊　＊　＊






　午後は担当エリアのルート営業で、ほまれと部下達は、なじみのある卸売業者を回って新商品の説明を行ったり、サンプルを配って回る。

　ちなみに、小此木は来なかった。どうやら部長が言った通り、今日は蒼井企画部長の相手をしなければならないらしい。ほまれがミーティングルームから営業フロアに戻った時にはもう、ふたりの姿は無かった。

　仕事をしながら、もやもやした気持ちを抱える。

　小此木と蒼井、どのような関係なのだろう。単なる上司部下という感じがしないのは気のせいだろうか。小此木は困っている様子で、蒼井が執着しているような雰囲気がしていた。

　彼は本社にいたころ、どんな風に毎日を過ごしていたのだろう。

　小此木の仕事は完璧だけれど、反発されやすい。蒼井はそう言っていた。

　確かにそういう部分はある。小此木のやり方は革新的だが、保守的な人間には受け入れがたいところがあるだろう。

ただでさえ、小此木は目立つ存在だ。妬み嫉みも混じって、裏で陰口をたたかれたこともあるかもしれない。

　だが、小此木はほまれのようにふてくされたりしない。不満も言わない。そんな陰口を聞こえていないふりして、勝ち気に、自信満々に、いつも前を向いている。

　――『あなたの能力を存分に引き出せるのは、私しかいないんだから』

　まるで確信しているみたいに。それが当然と言わんばかりに。

　蒼井は勝利者の笑みを浮かべていた。小此木は自分のものだと周りに主張しているようだった。

　ほまれは知らず、唇を噛む。

　なぜだろう、悔しかった。あの人は、自分よりもずっと小此木と共に仕事をしていたはずだ。ほまれの知らない小此木をたくさん知っているだろう。

　小此木はずっと本社にいたのだから、当然の話だ。それなのにとても嫌だと思った。

　まだ、彼が支社に移転して一ヶ月くらいしか経っていないのに。

（私、いつの間にか、こんなにも小此木さんの事を考えるようになっている）

　仕事に集中しなければならないのに、気づけば小此木を想ってしまう。

　今までは一度としてなかったことだ。

　ほまれは、仕事に身が入らないままルート営業を終えた。車を運転して支社に戻った頃には、夕暮れも終わりごろで、空には星が瞬き始めている。

　すると、社有車の並ぶガレージに小此木の姿があるのを見つけた。

「小此木さん――」

　思わず、車を降りてから声をかけて、後悔する。

　小此木の隣には、さも当然というかの如く、あの蒼井という女性が立っていたからだ。

「あら」

　蒼井がほまれを見つけて声をかける。

「あなた、赤久保さんというのでしょう？　小此木の部下なんですってね。本社で、あなたの噂を聞いたことがあるわよ」

「噂……ですか？」

　挨拶もなくいきなり話をはじめるなんて、随分ぶしつけな女性だ。

　ほまれが訝しがっていると、蒼井はニコニコと満面の笑みを浮かべる。

「支社長による女性活躍推進のため、事務から営業に異動した立て役者！　そんな理由で営業になったというのに、元からいた営業を押しのけて主任にまでなってしまって、随分生意気な女だってね」

　ほまれは黙ったまま、目を伏せた。

　支社のみならず、本社でまでそんな噂が流れているのか。正直なところ、心底支社長を恨みたい気持ちだ。女性活躍を推進する前に、社内のモラルを正してほしい。

「あなた、やり方ってものがあるでしょ。女なら、もっと狡猾にうまく動かなきゃ。馬鹿正直に努力して男のプライドを傷つけたら、そりゃあ嫌われるでしょう。あなたは、その男みたいな見た目で女性に人気があるようだから、関係ないのかもしれないけれどね」

（お、男みたいな見た目……）

　密かに気にしていることをハッキリ言われて、さすがに心が傷つく。

　背が高いだけで男みたいだなんて暴論にも程があるが、過去に女性らしい恰好をしてからかわれたトラウマが原因で、化粧気の少ない顔や、飾り気のないパンツスーツを徹底している。だからそう言われても仕方が無いけれど……。

　すると、ほまれが今まで聞いたことのない不機嫌な声が、横から聞こえた。

「蒼井部長。いたずらに彼女を貶めるのは止めて頂きたい」

　それは小此木だった。彼は鋭い眼差しで蒼井を睨み、まるで庇うようにほまれの前に移動する。

「本社で囁かれた噂はほんの一瞬。しかも女性に対し偏った価値観を持つ一部の男性社員の僻みに過ぎませんでした。それを、あたかも本社全体で噂されているように誇張する言い方は誤解を招きますよ」

「別にそんなつもりはないわ。私は同性として、アドバイスをしているだけよ」

　バチッと火花が散る音がしたのは、ほまれの気のせいだろうか？

　小此木は真面目な顔をしていて、蒼井は余裕めいた笑みを浮かべている。ふたりとも目はまったく笑っておらず、物々しい雰囲気を醸し出していた。

「アドバイスのつもりなら、言葉を選ぶべきだ。赤久保が男みたいな見た目などと、彼女を侮辱する言動は許しがたい。不愉快ですので、二度と言わないでください」

　強い拒絶の言葉に、蒼井の表情が初めて変わった。

　悔しげで、苦虫を噛みつぶしたように唇を引き締める。そして小此木の裏に隠れてしまったほまれを憎々しげに睨み付ける。

「ず、随分……気に入ってるのね。彼女を」

「ええ。真面目に仕事に取り組む様や、努力家なところ。気遣いがあって優しく、だからこそ貧乏クジを引いてしまうこともしばしばある赤久保は、誰が見ても好ましく映るでしょう。事実、部下には慕われていますし、女性の人気も頷けます」

　ほまれは知らず、顔を熱くした。

　褒めすぎだと思うところはあるけれど、小此木にそう言ってもらえるのは嬉しい。

（いやだ、私……喜んでる。こんな状況なのに……）

　思わずほまれは、自分の頬を叩いてしまった。

「小此木君。あなたが頑なに本社に帰らないのは……もしかして……」

「いいえ、その詮索は誤解です。単に私は、本社の企画部のあり方に限界を感じただけ。今以上の成長が見込めない部署に居続けるよりも、新しい場所で自分を試したい。異動届を出した理由はそれだけですよ」

　冷徹な小此木の言葉に、蒼井が唇を噛む。

「成長が見込めないなんて。あなたがいれば、企画部はどこまででも成長できるわ」

「私がいなければ成り立たない部署というのが問題なんです。あなたは部長という役職についていながら、部下の教育や企画部の未来について、あまりに思慮がなさすぎる」

　はっきりと失点を指摘され、蒼井の表情が強ばった。そして、彼女は再びほまれを睨み付ける。

「あなたさえ、この支店にいなければ……」

　まるで呪詛を込めるような低い声に、ほまれは言い知れない恐怖を感じた。

「そうだわ、あなたが原因なのよ。だから彼は、私のところに戻ってきてくれないんだわ。それなら……」

「――それなら、どうするの？」

　聞き覚えのない女性の声がした。

　ほまれが慌てて声の方向に目を向けると、そこには見慣れない女性と男性が立っていた。

（誰？）

　どちらも高身長で、心なしか驚いてしまう。女性は小此木と同じくらいで、ほまれよりも背が高い。更に言えば、モデルもかくやという程の美貌を持っていた。

　何だかここ最近、新たな出会いが多いように感じる。蒼井に続いて二人の男女。ほまれが戸惑っていると、小此木が手で軽く額を押さえた。

「なんでふたりがここにいるんだ」

　どうやら小此木はふたりと顔見知りらしい。呆れたような彼の言葉に、女性が嬉しそうに微笑む。

「そりゃあ、可愛い弟が心配だったからに決まってるでしょ～？」

　明るい女性に対し、男性が困った顔で突っ込みを入れる。

「さすがに、三十の弟にかける言葉ではないと思うぞ。今日は仕事で来たんだ。ここの支店長と話があってね」

「なるほど、合点がいった。そういえば、例の話を進めているのだったな」

「そういう事だ」

　男性は小此木に返事をしつつ、なぜかほまれと視線を合わせる。そして、ニッコリと爽やかな笑顔を見せた。

（あ……、この笑顔、小此木さんに似てる）

　先ほど女性が、小此木のことを『弟』と言った。つまり、このふたりは――。

「まさか小此木さんが、こんな所に来るなんて」

　見れば蒼井が、じりじり後ずさりをしていた。どうやら彼女は、このふたりが苦手らしい。

「まあ、いいわ。とにかく小此木君。私は絶対にあなたを諦めない。彼の後ろに隠れているあなたも、いい加減自分の身の程ってものを知りなさい。はっきり言ってあなた、とても滑稽よ。彼が何者であるかも知らないんだもの」

　好きなだけ言い終えると、蒼井はクルッときびすを返して、去って行った。

　カツカツと高いヒールの音が遠くなっていく後ろ姿を、ほまれは黙って見つめる。

（身の程……。そういえば部長も同じことを言っていた）

　一体どういう事だろう。

　小此木が何者であるか。聞いたら答えてくれるのだろうか。

　ほまれが不安げに小此木を見上げると、そんな自分に何かが勢いよく抱きついてきた。

「ぎゃあ!?」

「や～んかわいい！　あなたが緋雨の心を射止めたお姫様なのね！」

「お、おひめさま？　えっ、ちょっ、苦し……！」

　ふわりと上品なフレグランスが香る。ほまれを抱きしめたのは、背の高い女性だった。

「姉さん。初対面の女性を抱きしめるのは、さすがに常識がない」

　唸るような不機嫌声は、間違いなく小此木のものである。

「だって～！　あなたが頑なに隠すんだもの。そりゃもう見に行くしかないでしょ！　そして抱きしめるしかないでしょ！　可愛いし！　超、私の好みだし！」

「私情が入りまくりだな。驚かせてしまってすまない。改めて自己紹介をさせてくれないか」

　女性とは打って変わって冷静な声。彼女の隣にいた男性だ。

　この中では一番背が高い。彼はコホンと咳払いをすると、真面目な顔をほまれに向けた。

「私は小此木氷魚ひお、そこの緋雨の兄だ。君に抱きついている女は姉の萌黄もえぎという」

「わ、私は赤久保ほまれといいます。そうなんだろうなって思っていましたけど、緋雨さんのお兄さんとお姉さんなんですね」

　どうでもいいが、萌黄の腕力が強い。プロレス技のバックベアでもかけられているようだ。ほまれが酸欠に喘いでいると、小此木が呆れたため息をつく。

「とにかく、姉さん。ほまれから離れてくれ。彼女が困っている」

「あら、ごめんなさいね。ウフフ、改めてよろしくね、ほまれちゃん」

　ようやくほまれから離れた萌黄が、笑顔で手を差し出す。それが握手の仕草なのだと分かって、慌ててほまれは右手で握手をした。

「ここにはいないけど、緋雨にはもうひとり兄がいてね。我々は四人兄弟なんだ」

「揃いも揃って背が高くてね～。ほまれちゃんも背が高いし、どこに行っても目立っちゃって困るよね、あははっ」

　ほまれより背の高い萌黄が明るく笑う。

　その笑顔を見て、ほまれは自分の心の奥底にこびりついていたコンプレックスが少しずつ溶けていくのを感じた。

（なんだ……。私が思っていたよりも、背が高いというのはたいした特徴じゃないのかもしれない）

　自分だけが人と違うと思っていた。この高身長は異常なのだと思っていた。

　女のくせに背が高いという言葉は、呪いのようにほまれの心を蝕んでいた。

　しかし、それは違うのかもしれない。

　背の高い人、低い人、細い人、太い人。人には様々な特徴がある。背が高いというのは、あくまでたくさんある特徴のひとつに過ぎないのだ。

　そう思うと、自分の心を縛り付けていた何かがゆるりとほどけた気がした。

「……そうですね。ふふ、苦労しますよね」

　ほまれは自然と笑っていた。

　自分と同じように背が高い女性が、そんな特徴を何のリスクとも感じず、爽やかな笑顔を浮かべているということが嬉しかったのだ。

　氷魚と萌黄、そして小此木は、そんなほまれを見つめて互いに目を合わせた。

「ヤバ、これは何という感情かしら。全力で磨きたくなる宝石の原石みたいね」

「うむ。本社から支店に異動と聞いた時は兄として心配したものだが、よい巡り合わせがあったみたいだな。うんうん、良かった」

「ふたりとも、頼むから、黙ってくれ」

　小此木が心底嫌そうに頭を抱える。三十にもなって兄と姉に心配されるというのは、弟として辛いものがあるのだろう。

「ウフフ、今日は仕事で来たけど、いいものが見られたからラッキーだったわね！　それじゃ、緋雨が怒る前に私達は退散しましょうか。ほまれちゃん、今度一緒にお茶しましょうね！」

　萌黄が勢いよくほまれを抱きしめて、ポンポンと背中を叩く。そして「またね～！」と手を振ってガレージの奥に去っていった。

「お茶をする時は、是非俺も呼んでほしい。色々と話を聞きたいからな」

　そう言って、氷魚も萌黄の後を追って行く。

　ほまれはふたりの姿が完全に消えるまで見送って、はあ、とため息をついた。

「何だかとてもエネルギッシュなお兄さんとお姉さんですね」

「騒がしくさせてすまない。君のことはずっと伏せていたんだが、彼らが俺の変化を見逃すはずがなかったんだ。まったく、支社長に用があったなんて完璧に建前じゃないか。明らかに目的は君だったようだし」

　小此木がブツブツ文句を言っている。その表情はどこか幼く、ムスッとしていた。

　思わずほまれはぷっと吹き出してしまう。

「ご、ごめんなさい。いきなり笑ったりして。でも、仕事が完璧に出来て、何でもそつなくこなしてしまう小此木さんにも、弱点みたいな存在がいたんだなぁって思うと、不思議と親近感が湧いてしまって」

「弱点ね。確かにそうかもしれない。兄達も、姉も、やたらと押しが強くて存在感が絶大なんだ。俺は情けないことに、この歳になっても彼らに追いつけない。……本当に、厄介な人達だよ」

　まいった、と言わんばかりに小此木が頭を掻く。ほまれはクスクス笑って、彼を見上げた。

「情けなくなんか、ないですよ」

　小此木がほまれに顔を向けたので、ニコッと笑った。

「誰よりも自分に厳しくて、誰よりも他人に優しい。小此木さんがどういう意味で『追いつけない』と言っているのか私にはわかりませんけど、私にとってあなたは憧れです」

「ほまれ……」

　心なしか、ぼうっとした雰囲気で小此木はほまれを見つめる。ほまれは彼を元気づけるように、軽く背中を叩いた。

「ほら、早くいつもの調子を取り戻してください。いつも自信たっぷりで、どんな仕事も成功させてみせる、完全無敵な小此木さんのほうが『らしい』ですよ」

「……君という人は」

　ふっと小此木が笑う。そしてほまれの腰に腕を回し、軽く引き寄せた。

「そんな風に発破を掛けられると、嬉しくてキスしたくなるだろう？」

「なっ……！」

　ほまれの顔がカッと熱くなる。小此木は楽しそうに笑って、そっと体を離した。

「早く俺に惚れてくれ。でないと、箍が外れて襲いかかってしまうよ」

　きらりと瞳が光って、いっそ妖艶に微笑む。ドキッと、心の鼓動が大きく音を立てた。

（うう、恥ずかしい。……でも私、すごくドキドキしてる）

　今にも心がはじけてまいそう。

　ほまれは自分の胸を両手で押さえて、会社に戻る小此木の後ろ姿を見る。

　好き、なのかもしれない。

　これは恋なのかもしれない。

　物心ついたころから男の子に嫌われ続けて、そんな気持ちとは無縁だった。だから明確にこれが恋なのかは今ひとつ自覚が持てない。

（でも、嫌な気分じゃない。なんだろう、嬉しくて……恥ずかしい。変な気持ちだわ）

　体がウズウズするような。叫んで走り出したいような。

　そんな不思議な衝動に駆られながら、ほまれは小走りで会社に戻った。

　その頭にはもう、部長が口にした忠告も、蒼井が言った言葉も、残ってはいなかった。
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　――その布石はいつから振られていたのだろう。ほまれには分からない。

　『彼女』が支社に来た時に触れ回ったのかもしれないし、『彼』が支社に異動した時から密やかに噂されていたのかもしれない。

　ガレージで小此木の兄と姉に会った日から数日後。

　ほまれの耳に、とんでもない噂が入ってきた。

「え、小此木さんが……？」

　廊下で、ぽさっと手に持った書類を落としてしまう。慌てて拾うほまれに、部下の本間が「そーなんスよ～」と世間話をするように相づちを打った。

「なんか醸し出す雰囲気みたいなのが、俺らみたいな一般人と違うな～って思ってたんですよね。でも、まさか小此木商事の社長の弟だなんて、想像もしてなかったですよ」

　小此木商事。

　国内有数の総合商社だ。国内はもちろん海外でも多くのシェアを手がけており、総合資材や金属資源、産業インフラ。赤子の粉ミルクから自動車まで、それこそ星の数ほどの事業を展開し成功させている。確か、ほまれの職場であるスピラステーショナリーも、筆頭株主が小此木商事だ。

　社名と苗字が同じだけれど、まさか小此木が、そんな大企業の関係者だなんて想像もしていなかった。

（もしかして、先日会った小此木さんのお兄さんって……）

　ほまれは慌ててスマートフォンで検索をかけた。

　小此木商事。企業ホームページの会社情報を見れば、代表取締役に『小此木氷魚』と記されていた。

（ほんとう、なんだ）

　どうしてだろう。心臓がどくどくと鼓動を立てて、ほまれの足元がよろめいた。

　自分が思うよりもずっとショックを受けている。

（どうしてそんな大事なことを言わなかったの？　言う必要がないと思っていたの？）

　最初から知っていれば、小此木に対する態度も違っていただろう。

　もっと当たり障りなく、反発心も控えて、関わらないようにしていたはずだ。

　今更彼が大企業の社長の弟だなんて知って、これからどういう態度を取ればいいかわからない。

（と、とにかく、本人に確かめないと）

　ほまれは慌ててスケジュール帳を確かめる。今日の小此木は、朝から本社の会議に出ていて、帰りは三時頃になるらしい。

　帰り際に声をかけて話ができるだろうか。

　ほまれは深刻な表情を浮かべながら自分のデスクに戻る。

　すると、近くでひそひそと声が聞こえた。

「従順に言うことを聞いていたのは、はじめから知っていたからか」

「意外と計算高かったんだな。玉の輿を狙うなんて、所詮は女か」

　聞き捨てならない言葉に、ぴくりとほまれの肩が揺れる。思わず振り向くと、いつもほまれの陰口を言っている営業の同僚たちが自分を睨んでいた。

「みっともないというか、意地汚いというか。小此木の御曹司には蒼井さんがいるのにな」

「奪い取れると思ったんだろ。自信過剰もいいところだな」

　はっ、と鼻で嗤って、同僚達が自分のデスクに向かって去って行く。

（どういうこと？　奪い取るとか、玉の輿とか、意味がわからない）

　ほまれはあてもなく周りを見回した。自分を疎んじる同僚たちは皆、ほまれをチラチラ見てはヒソヒソと何かを話している。そして部長席に目を向けると、彼は苦々しい顔をしてほまれを見ていた。

『そら見たことか』

　そう言っているように思うのは、考えすぎだろうか。

　思えば、部長には個室に呼ばれて忠告を受けていた。

　蒼井にも言われていた。どちらも『身の程を知れ』と――。

　ほまれはようやく、ふたりが言っていた言葉の真意に気づく。

　ふたりは知っていたのだ。小此木がどういう生まれなのかということを。だから自分の立場を理解しろと忠告したし、部長は始めから小此木に遠慮していたのだ。

「男漁りがしたいなら、さっさと辞めて婚活でもしろよ」

　ほまれの後ろで、またも通り過ぎさまに陰口をたたかれる。

　気分が悪くなった。ぐるぐるとお腹の中がかき回されるようで、ぐらりと視界が歪む。

　まさかこんな風に言われるなんて思ってもみなかった。

　違う。誤解だと叫びたい。けれども、叫んだところで彼らの意見が変わるとは思えない。

　あまりの悪意に吐き気がする。

　なによりも辛かったのは、自分はこんなにも――同僚に嫌われていたのかということ。

　前から気に入られてはいないと思っていた。女の立場で営業になって、頑張って数字を出すほど『女のくせに』と態度が頑なになった。

　それでもここまで嫌われているとは思っていなかったのだ。今だけ我慢すれば、いつか彼らも自分を受け入れてくれると願っていた。

　でも、そんなことはなかった。彼らの、女性営業に対する憎しみは本物だ。

　それは小此木の正体が明らかになったことで、更に増幅してしまった。

　もしかしたら、すでにこの会社にほまれの居場所はないのかもしれない。

　こんな風に悪意をたたき付けられる日が毎日続くなら、例え部下に恵まれ、女性社員が味方してくれても……ほまれの心は保たない。
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　ほまれは徹底して小此木を避けるようになった。

　言葉のやりとりは、仕事を進める上での最低限に抑えて、彼が世間話をしようとするとすぐに距離を取る。

　相変わらず、ほまれだけに聞こえるような陰口は続いているけれど、自分が必要以上に小此木に近づかなければ、悪口の口実を与えることもない。

　ほまれは事態が悪化せずに済んだことに安堵しつつも、同時に限界を感じていた。

　そう。本音を言えば、ほまれは疲れていた。

　『女のくせに』と、自分ではどうしようもない事で悪意をぶつけられるのも。その中で努力し続けるのも。

　今までは、部下達のためになろうとか、自分を慕ってくれる女性社員のみんながいるから頑張ろうと自分を励ましていたけれど、それももう限界だ。

　営業の仕事は楽しいと思っている。

　それなら、この会社にしがみつかなくてもいいのではないかと思えてしまった。

　つまりはそう、転職を考えているのだ。

　もっと女性を受け入れてくれる会社なんて、きっといくらでもあるはず。ファンシーな文房具が好きでこの会社に入ったけれど、苦痛を感じてまで仕事をする必要はない。

　誰も自分を知らないところで、いちから新しい仕事を始めて……。

　自分の好きな可愛いものは、プライベートでひっそり楽しむ。そんな毎日が送れるなら、それでいいのではないか。

　考え始めたら、もう止まらなかった。

　自分のことも、小此木のことも。転職さえすれば全てをリセットできる。やり直せる。

　我ながら、魅力的な考えだと思った。

　自分がいなくなっても、部下がうまくやっていけるように、色々と手筈を整えなければならない。部長にも相談しよう。自分が辞めると聞けば、あの人は協力してくれるはずだ。前からほまれを疎んでいたから。

　いちからやり直そう。人間関係も、自分のスタイルも、何もかも。そうすればうまくいく。誰にも嫌な思いをさせず、自分も辛い気持ちにならず、平穏な毎日が過ごせるはず。

「赤久保、話があるんだ」

　デスクで黙々と見積書を作成していると、小此木に声を掛けられた。

　ほまれはちらりとも目を向けず、答える。

「はい、なんですか？」

「少し、別室に来てくれないか」

「お話であれば、ここでお願いします。どうしてもというのなら、部下が戻ってからのミーティングにしてください」

　そっけなく答えて、パソコンを打ち続ける。

　後ろで小さなため息が聞こえて、小此木は黙ってその場を去っていった。

　少しずつ遠くなる靴音に、きりきりとほまれの胸が痛くなる。

　彼が支社に来てからこれまでの間で、どれだけの絆を深めただろう。

　最初は気に食わない男だと思ったし、強引なやり方に反発心を持った。

　女性に優しく、なんて言い出して。バカにしているのかと腹が立って……。

　けれども、彼と仕事をしているうち、段々と理解することができた。

　沖縄出張で小此木の弱いところを知り、懸命に虚勢を張る裏で『失敗』という恐怖に怯える彼を見て、ほまれは彼と自分は共通する部分があると気づいた。

　周りが望み、イメージする、自分の姿。

　恰好よくて、女性が理想とする男装の麗人然とした『赤久保ほまれ』。

　企画力、営業力、ともに実力が高く、失敗はありえない完璧な『小此木緋雨』。

　ある意味、似たもの同士だった。お互いにそんな自分を演じて生きているのだ。

　……誰にも本当の自分を理解してもらえないまま。

　だから、ほまれは密かに親近感を持った。そして優しくて自然に愛を囁いてくれる彼に惹かれ始めた。

　でも、違ったのだ。自分と小此木はそもそも立っている場所が異なっていた。

　彼は、自分とは比べようもない人。そこに立っているだけで注目される人。

　隣に立てば、否応なくほまれが見劣りする。

　他人の悪意は止まらない。全力でほまれを除外しようとする。

　蒼井然り、営業部長然り、だ。

（これは逃避だ。本当は彼がどんな立場であっても関係ない。私の態度を変える必要なんてない。でも、怖いんだ。私は……もう）

　これ以上、同僚に嫌われたくない。

　だから小此木を遠ざけたい。

　身の保身を優先した、小此木に対する裏切りだ。そう理解していても、ダメだった。

（ごめんなさい。小此木さん）

　ほまれは心の中で謝りながら、唇を噛んで仕事を進めた。










第四章

たとえ、君を傷つけても。











　黙々と、黙々と。

　まるでロボットにでもなったみたいに、機械的に仕事を終わらせたほまれは、力ない足取りで会社を後にする。

　夏の季節はもうすぐ終わりだ。

　とはいえ、まだまだ夏の猛威は続いている。エアコンの効いた社屋を出ると、むわっとした蒸し暑さがほまれを迎えた。

　昼のうちに太陽の光をたっぷり浴びたアスファルトが、日の落ちた時間でさえ生暖かい熱を放出している。

　九月に入っても、暑さはしばらく続きそうだ。

　ほまれが空を見上げると、星の見えない夜空が広がっていた。真っ黒な絵の具をぶちまけたキャンパスに、ぽっかりと穴が空いたような月が浮かんでいる。

「帰ろう」

　ぽつりと呟き、ほまれは駅に向かって歩き出した。

　その時、グイと自分の腕が引っ張られる。

「えっ」

　驚いて横を見れば、そこには今まで見たことがないほど、怒りの表情をした小此木がいた。

「おっ、お、小此木さん、いきなり何を!?」

「いいから、黙って、来い」

　短くセンテンスを切る小此木は、低く不機嫌だった。

　思わずほまれの体がびくっと震え、半ば引きずられるように社員用ガレージに連行される。

　小此木は黒い乗用車の前に立つと、助手席をガチャリと開いて、ポイッとほまれを押し込んだ。

「きゃっ！」

　こんなに乱暴に扱われたのは生まれて初めてである。

　ほまれが目をしろくろさせている間に、小此木は運転席に座ってエンジンをかけた。

（え、何コレ。もしかしてこれって、拉致？）

「小此木さん！　何を考えているんですか。下ろしてください！」

「嫌だ」

　即答されて、ほまれはウグッと言葉を失う。

「――話がしたいんだ、どうしても」

「わ、私は、話すことなんてありません」

「君になくても俺にはある！　……頼むから、俺の話を聞いて欲しい」

　小此木は前を向いて運転しながら、グッとハンドルを強く握りしめた。

「どうか、俺を無視しないでくれ」

　その横顔は悲痛で、とても苦しそうだった。

　ほまれは黙り込んでしまう。小此木の辛そうな表情を見てもなお、彼を拒否できるほど冷徹にはなりきれなかった。

　車は迷いなく夜の街を走り続ける。ビジネス街を抜けて、繁華街へ。それすら通り過ぎて、閑静な住宅地に入っていく。

　どこに向かっているのだろう。

　ほまれがそんな疑問を覚えたころ、ふいに車のスピードが緩まった。

　小此木は、広い敷地のある一軒家の庭に入ると、ガレージに車を停めた。

「……ここは、俺の家だ」

「ここが、ですか？」

　助手席の窓から外を見たほまれは驚いた。

　勝手な話だが、小此木のイメージはもっと絢爛豪華と思っていたのだ。言うなれば高級マンションの最上階で、極上のワインを傾ける、そんな想像に近かった。

　しかし小此木の家は、平屋建ての日本家屋。しかも築年数がそれなりにあるのか、まるで歴史的建造物みたいに、外観のところどころが古びていた。

　決して貧相な造りではない。庭に並ぶ松の木に、ししおどしのある堀がとても似合う、立派なお屋敷だ。

　ただ、古風な雰囲気を醸し出す日本家屋が、あまりに小此木のイメージに合わなかっただけ。

「意外か？」

　くすりと、静かに小此木が微笑む。

「い、いいえ、そんなことは」

「気を遣わなくていい。何せ大正時代に建てられた屋敷だからな。さすがにあちこちリフォームを重ねているけれど、どう見ても古くさいだろう」

　どうやら小此木自身も、自分に似合わない家だと思っているようだ。

　小此木は運転席のドアを開けて外に出る。つられてほまれも出ると、彼はどこか懐かしそうに、古びた屋敷を見上げていた。

「この家を建てたのは曾祖父だよ。――小此木商事の、創設者だ。今は俺が維持と管理を任されている」

　ほまれは目を見開いた。

　初めて彼が、自分の生まれた家のことを口にしたからだ。

　引き戸タイプの玄関前に立ち、小此木は表札の横についた電子キーに親指を押し込んだ。途端、ピ、と音が鳴って、彼が引き戸をカラカラ開ける。

「うわ、変なところ、テクノロジーですね」

　どうやら古びているのは本当に外観だけらしい。何度もリフォームを繰り返しているとうのは本当のようだ。

　小此木はほまれを見て、困ったように笑う。

「名がそれなりに知られると、セキュリティを強化しておかないと面倒なんだ。個人的には無粋なシステムだと思うよ」

　ほまれは何とも言葉がかけられず、ぎゅっと胸のあたりを掴んだ。

　当然といえば、当然の話だ。だってここは、社会人なら誰でも知っている、あの小此木商事の創設者が住んでいた家。今の時代、調べようと思えばくらいでも有名人の家はつきとめられる。そしてセキュリティが甘ければ、あくどいことを考える輩も出てくるだろう。

　逆に言えば、小此木は小さい頃からそのような脅威に晒されていたということだ。

　――かけられる言葉なんて思いつかない。少なくとも自分は、そういう意味では平和だったから。

　小此木の後ろをついて、廊下を歩く。やがて通されたのは、爽やかな伊草の香りがする広い居間だった。天井には美しい彫刻のされた欄間があり、畳には木目柄が美しい長方形の座卓が置いてあった。

　彼が座布団を置いたのでほまれがしずしず座ると、彼は隣に座った。

「――黙っていて、すまなかった」

　ほまれに言わなかったことを後悔しているのだろうか。彼は俯き、ぽつりと謝る。

「折を見て話そうと思っていた。いや、こんな事になるのなら、最初から言っておけばよかった。俺のことで色々傷つけてしまって、申し訳ないと思っている」

　それは心から悪いと思っているのだろう。

　小此木の謝罪は見ているこちらが辛くなるほど、悲痛さに溢れていた。

「支社に噂を流したのは、彼女だ。本社企画部部長、蒼井流里るりだよ」

「どうしてそんなことを？」

　本人が黙っていることを、どうしてわざわざ噂で流すのか。ほまれには分からない。

　すると彼はこちらを向いて、悲しそうに微笑む。

「俺を支社に居づらくさせるためだ。スピラステーショナリーの筆頭株主、小此木商事の社長の弟が社内にいたら、何かとやりづらいだろう？　本社でも、俺は腫れ物のように扱われていた。蒼井さんが強引な手口で黙らせていたけどね」

　そう言って、小此木はため息をつく。

「本当は小此木商事とまったく接点を持たない会社に就職しようとしたんだが、先に兄に手を打たれてしまった。スピラステーショナリーはこれから成長する有望株だからね、身内を就職させて、自社に引き入れやすくする布石にしたんだ」

「あ、あの優しそうな人が、そんな事を企んでいるんですか？」

　以前ガレージで出会った氷魚を思い出しつつ訊ねると、小此木は「ああ」と頷く。

「人畜無害に見えて、いくつも悪辣な戦略を思いついては実行している。仮にも大企業を率いる代表だからね。あの日、モデル業の姉を支社に連れて行ったのは、スピラステーショナリーのＣＭ企画を進めるためだったんだよ」

　小此木は淡々と説明した。小此木商事がスポンサーとなり、全面バックアップの元、スピラステーショナリーの全国的ＣＭを打ち出すという大企画。

　小此木の姉、萌黄は、海外で活躍する人気モデルで、契約金額は天井知らずだ。そこを身内の縁ということで、格安で起用させる。印象的なＣＭを大々的に広めることで、スピラステーショナリーは更なる増収が見込めると同時に、小此木商事に多大な借りを作ることになる。

　それも、小此木商社がスピラステーショナリーを自社に引き込む布石というわけだ。

「勿論、この企画は本社企画部も噛んでいてね。蒼井さんは勿論、彼女の父親……つまりスピラステーショナリーの社長も俺のことは存じている。……だからだろうな」

　小此木は軽く額に手を当てた。

「社長は露骨に俺を、蒼井流里にあてがった。俺を、スピラステーショナリー側に引き込むためだ。蒼井さんも俺と結婚するつもりでいるらしく、本社では……実に振り回された」

　ほまれは「はあ」と曖昧な相づちしか打てない。

　小此木が少しだけ内容を話してくれたが、本社企画部の中で、小此木は完全に蒼井の『おもり役』だった。彼女がトラブルを起こせば小此木がフォローにまわり、ヒステリックな彼女の怒りを鎮めるのも小此木の役割だった。更に蒼井は大変嫉妬深い性格をしていて、小此木が了承もしていないのに妻を気取り、小此木に近づく女性という女性にパワハラとモラハラを繰り返し、執拗ないじめを繰り返して退職させたこともあるという。

　今や、本社企画部の女性は蒼井ひとりという有様だ。

「文具商品を企画する以上、女性視点の意見は必要不可欠だ。それなのに彼女は、私情で社員を退職させ、イエスマンの男性社員だけで企画部を固めている。……そんな部署に未来はない。だから俺は、支社に異動届を出したんだ」

　なるほど。とほまれは納得しながらも、小此木に疑問を口にする。

「でも、よく異動できましたね。蒼井さんに、そこまで執着されていたのに」

「異動届は、監査部の立ち会いのもと、人事部に提出したからね。監査部は外部企業からの派遣で、本社の自浄機能が意味をなさずとも公平に監査してくれる。さすがに彼女も、監査部の監視が入ってる状態で、人事部に圧力はかけられなかったというわけだ」

「よかった。そういう部署があるのなら、まだ救いはありますね」

　ほまれがホッとして言うと、小此木は少し微笑んだあと、苦々しい顔をした。

「だが、監査部の目は支社までは届かない。蒼井さんはウチの営業部長や何人かの営業を自分側に引き入れて、君を貶めにかかったんだ。本社の会議や、地方の取引先との商談など、俺が支社を離れがちになるタイミングを見計らってね」

「……突然増えた陰口には、そういう裏があったんですね」

　小此木の正体が噂されたと同時に増えた、ほまれに対する陰湿な悪口。あれは単なる嫌がらせではなかった。蒼井の悪意が入っていたのだ。

　本社で小此木に近づく女性を退職にまで追いやったように、ほまれも同じ手口で辞めさせようとしたのかもしれない。

「気づくのが遅くてすまなかった。俺が原因で、君をたくさん傷つけてしまった。もっと早く、彼女の行動を読んでいれば対処もできたのに。……ほまれ、君は俺を恨んでいるだろう？」

　途方にくれた、まるで迷子みたいな目をして、小此木が問う。

（――そんな目をしないで）

　ほまれの心が激しく揺さぶられた。

　そうだ、この人は、心が強そうに見えて本当は弱い人。輝くような功績を上げ続ける兄や姉の影で、彼らに追いつかんと必死に努力を重ねてきた人なのだ。

　彼は以前、いつだって失敗することを怖れていると言っていた。

　今がまさにそうなのではないか。ほまれを失うことを、ほまれに去られることを、何よりも怖がっている。

　揺れる心に動揺しながら、ほまれは首を横に振った。

「そんなこと、ないです。恨んでなんかいない。小此木さんは何も悪くないです」

「だが、君は俺から背を向けた。会社では最低限しか会話してくれなくなった。俺と関わるのが嫌になったからじゃないのか？」

「違います。嫌なんて事はありません。ただ私は……怖くなってしまったんです」

　ほまれは自分の思いを打ち明けた。ここまで彼に話してもらって、自分は何も話さないのは、あまりに不誠実だ。

　彼の言葉に誠実さを感じたから、自分もそれを返したい。

「あなたが大企業の社長の弟と聞いて、私は怖くなったんです。だってあまりに立場が違うから。あなたの傍にいたら、私はきっと耐えられなくなると思ったから」

　育ちの良さというのは、ちょっとした仕草ひとつでも、違いが分かるというものだ。

　自分と小此木では、あまりに自分が見劣りする。どんなに取り繕っても、ほまれから平凡さは消せない。そして、同僚から囁かれているような陰口を、この先ずっと聞く事になる。そんなのは、心が耐えられなかった。想像するだけで怖かった。

「私は、あなたから逃げていただけです。……私の心を、守るために」

　ほまれが正直な気持ちを口にすると、小此木は「そうか」と下を向いた。

「――初めて出会った時、俺は、ひと目で君を好きになった」

「え？」

「凛とした揺るぎない姿勢。男装麗人のように中性的な出で立ち。それが君の『外殻』なのだと、話していてすぐに分かったよ。本当は心が弱くて、引っ込み思案で、ファンシーな文房具が好き。それを必死に隠す君が、何だか……可愛らしくてね」

　少し照れたように微笑んで、小此木は首を掻く。

「真面目な性格、仕事熱心なところ、部下思いなところ、すぐに照れて恥ずかしがるところ、背が高いのをコンプレックスに思っているところ、本当はワンピースを着たいとおもっているところ。君と話せば話すほど。君を知れば知るほど、好きになった」

　みるみると、ほまれの顔に熱が上がる。

　もう離れようと思ったのに。彼から距離を置かないと、自分の心が壊れてしまうとあんなにも思ったのに。どうしても、心が揺れてしまう。

「……何よりも君は、俺を駒として見なかった。俺の正体を知った時でさえ、俺を避けていたけれど、利用しようとはしなかった。寂しかったけど、嬉しかったよ」

　小此木の悲しげな目を見て、ほまれは唇を噛みしめる。

　彼は常に『小此木家の御曹司』として扱われていたのだ。

　誰かが有利な立場になるために、小此木はいつも利用されていた。

　兄は弟を布石に使うし、蒼井は小此木の立場を知っているからこそ執着している。

　彼らにとって小此木の人格はオマケで、『御曹司』という立場だけが価値を持つのだ。

　小此木はどれほどの孤独を抱えていたのだろう。

　なのに、ほまれは自分の心を守るために冷たい態度を取って、こんなにも彼を傷つけていた。

　自分のふがいなさが情けなくなる。

（でも、だからといって彼を受け入れるのは……怖いよ）

　どうして自分はこんなにも弱いんだろう。見た目と同じくらい、心も強かったらよかったのに。なぜ自分の心は、とても意気地なしなのだろう。

　ほまれが落ち込んでいると、自分の手がぎゅっと握りしめられた。

　驚いて、びくっと震える。

「君だけなんだ。君しかいなかった。俺を、俺として見てくれる人。優しくて気高くて、心は弱い。でも、だからこそ――俺の気持ちを真に理解してくれる人」

「お、小此木さん」

「俺は君を守る。何よりも大切なものを見つけたから、俺が持つ何もかもを使ってでも、守る。俺のこの気持ちは、君に迷惑かもしれない。……それでも」

　ふわっ、と。上品なフレグランスの香りがした。

　気づけば、ほまれは小此木の胸の中。力強い腕で抱きしめられていた。

「それでも俺は、離したくないんだ。やっと見つけたんだ。例え君に嫌われても、俺のせいで君を傷つけたとしても……手放すことはもう、できない」

　大きな胸に抱かれているというのに、まるで小此木は、ほまれにすがっているようだった。

　まるで小さな子供が『ひとりにしないで』と泣いているみたいに。

「――愛している。ほまれ」

「あ……」

　ドキン、と胸が高鳴った。彼の告白が、ゆっくりとほまれの心を開かせていく。

　だめなのに。これ以上傍にいたら絶対に自分が傷つくのに。だからこそ彼から逃げようとしたのに。

　捕らえられたら、こんなにも、逃げられなかった。

「君を傷つけるもの全てから、守る。他人のイメージに合わせて自分を偽るほまれは、俺と似ている。けれども、ふたりだけの時だけは」

　そっと頬を撫でられた。それだけで、頑なだったほまれの心が解されていく。

「君は君のままでいて欲しい。俺には偽らないでくれ」

「小此木……さん……」

　戸惑いは一瞬だった。

　ゆっくりと唇が重なる。それは初めての感覚で、とんでもなく甘く、ドキドキする。

「本物の君は、俺だけで独占していたい」

　掠れた低声に、ほまれはもう抗えなかった。

（ああ――私、本当はこれが怖かったのかもしれない）

　何度も唇を重ねて、ほまれの体が小刻みに震える。

　彼の正体とか、御曹司だとか、そんなのは単なる言い訳で。

　真にほまれが怖れていたのは『今以上に小此木を好きになること』だったのかもしれない。

　焦がれるだけならよかったのだ。本気になってしまえば、別れる時が辛くなるから。

　相手は御曹司。身の丈に合わない恋。きっといつか破綻する。そして終幕が訪れる。

　だから先に諦めたかった。今逃げておかないと後悔すると思った。

　今、愛していると囁かれて、唇にキスをされただけで動揺したのがいい証拠だ。守ると言われて、泣いてしまうほど嬉しくなった。

　こんなにも、自分の心はあっという間に堕ちてしまう。いや、きっと、ずっと前から堕ちていた。

　単に、認めたくなかっただけ。怯えた心が、ほまれを尻込みさせた。

　そう――おそらくは、最初から。

「私も、小此木さんの本当の姿を、私だけが知っているのが嬉しかった」

　これが独占欲というものだとしたら、これほど醜悪な感情はないかもしれない。

　いつまでも答えを出さず、彼に愛をもらっていながら逃げてばかり。それなのに、彼を独占したいという気持ちは人一倍あった。

　勝手で卑怯で、怖がりな自分。

　だけどもう、終わりにしなければならない。自分が変わりたいと心から思っているのなら。

　未来に何が待ち受けていようとも、今は、自分の気持ちを口にしなければならない。

「小此木さんが、好き、です」

「ほまれ……！」

　ぐっと小此木が強くほまれを抱きしめる。少し息苦しくて、だけど心地良い抱擁。

（ああ、勇気を出してよかった）

　たった一言、自分の気持ちを口にしただけで、ずいぶんと前進した気持ちになれる。

（自分の心を口に出すって、こんなにも……幸せな気持ちになれるんだ）

　幼少のころから周りの目ばかりを気にして、自分の気持ちは心の奥底に押し込めてきた。

　きっと小此木もそうなのだろう。

　けれども、だからこそ自分達は惹かれ合ったのかもしれない。

　この夜を越えてしまえば、恐らく後戻りはできなくなる。それでも――後悔だけはしない。ほまれはこれから始まる夜に予感を馳せて、彼のすべてを受け入れるように瞳を閉じた。
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　――屋敷の一室。小此木の私室であろうその和室は、いっそ質素と言っても良かった。

　押し入れがひとつに、布団が一枚。

　家具らしい家具はなく、おそらくこの部屋には、寝るくらいしか用事はないのだろう。

　娯楽ひとつない殺風景な部屋は、小此木の心情を表しているようだった。

　幼少の頃から、出来の良い兄と姉の背中を見て、彼らに追いつこうと努力を重ねて。いつしか自分の娯楽は切り捨ててきたのかもしれない。

　だから趣味らしい趣味もなく、三十という歳まで生きてしまった。

　……いや、ひとつだけ趣味らしいものを聞かせてもらったと、ほまれは思い出す。

　それは旅行だ。彼はひとりで旅行するのを好み、ノープランで足の赴くままに旅をするのが好きなのだという。

　今では、いかにも小此木らしい趣味だと思えた。小さいころから『小此木家の御曹司』として見られていた彼は、友人すらもできなかったのだろう。

　それなら、ほまれは小此木の友人になりたいと思った。

　本当に彼を理解し、彼の全てを受け入れて、何でも話してもらえる、友達。

　――布団に押し倒されて、深く、口づけをされる。

（違う。友達なんかじゃない。友達は、こんなこと、しない）

　ほまれはぎゅっと彼のシャツを掴む。

「どうした？　……やはり、嫌か？」

　その仕草を拒否と受け取ったらしい。明かりのない暗闇の中、小此木の表情がわずかに沈む。

「ち、違います。えっとその、私もっと、小此木さんと色々なことしたいと思っていて」

「こういう時は、緋雨と呼んでくれ」

「ひ、緋雨……さん」

　名前を呼ぶと、ひどく距離が近くなった気がして、恥ずかしくなる。きっと自分の顔は茹でたこみたいに赤くなっているだろう。照明が消えていてよかった、と密かに思う。

「旅行、とか。一緒に行ってみたいなって。それって友達みたいだなって思ったけれど、友達はこんな風にしない、ですよね」

　頭の中がパニックを起こしている。自分でも何を言っているのかわからない。

　だって小此木が近くて、上にのしかかっていて、吐息が首にかかって、ドキドキが最高潮にまで高鳴って、まともなことが、考えられない。

　小此木はくすりと笑い、ほまれの長い髪に触れる。そして、根元から手ぐしをかけた。

「確かに友達ではないな。恋人、だろう？」

「こい……びと」

　確かに、そう言われたらしっくりくる。けれども、恋人。

　小此木が恋人になる。

「何だか、実感が湧きません。今の時間が夢みたいで」

　ずっと異性に嫌われていたから、こうやって触れてくれる小此木が幻みたい。

　小此木はくすりと笑って、ほまれの額に口づける。

「嫌でも、夢じゃないと分からせてあげるよ」

　まぶた、鼻の頭、そして唇。

「傍にいて欲しい。ずっと……ずっとだ」

　角度を変えてもう一度。深く、深く、唇を重ね合う。

（あ……）

　ずっと心臓がドキドキと早鐘を打っている。羞恥はすでに極地に至って、頭の中はぐちゃぐちゃだ。

「んっ、緋雨、さん。わたし……っ！」

　恥ずかしいけど言わなきゃ。ああでも、幻滅されたらどうしよう。

「私、初めて、なんです。男の人とつきあったこと……なくて」

　納得してこの状況になっているのだが、どうしたらいいかわからない。何をしたらいいかも、全く想像できない。

「だから……っ！」

　ほまれは必死になって、小此木の腕を掴んだ。

「こういう時はどのようにすれば円滑に物事が進むのか、教えてください！」

　無意味だと思っても、最低限、何をするかくらいは調べておけばよかった。いや、最終的に何をするかは理解している。だが、それに至るまでの経緯がまったくわからない。

「えっとその、何もわからないわけじゃないんですよ。保健体育で学びましたから。あ、赤ちゃんを作るんですよね？　ああいや、別に今作るってわけじゃないんですけど！」

　自分は何を言っているんだ。

　目をグルグルさせてあわあわするほまれを、小此木はしばらくジッと見つめていた。

　やがて「ふはっ」と、堪えきれなくなったみたいに笑い出す。

　ドキッとした。

　その笑顔は今までに見たことのない種類のものだったから。可愛くて、屈託無くて、少年みたいな表情だったから。

「いいね、是非作りたい。でも、その前に結婚したいところだね」

「けっ……こん」

　ほまれは小此木の言葉を繰り返した。

　結婚。まったく実感が湧かないけれど、確かに恋人になって、こんな風に肌を重ねて、そんな日々が続いたら、その先に待つのは結婚なのだろう。

「俺が好き？」

　暗闇の中。小此木が静かに問う。

　ほまれは生唾を飲み込んでから、ゆっくりと頷く。

「はい」

　いつからなんてわからない。最初は反発していたけれど、きっと最初から惹かれていた。

　でもそんな自分を認めたくなくて意地を張っていた。

「俺も好きだ、ほまれ」

　ゆっくりと重ねる唇。小此木はほまれの唇を味わうように何度も食んで、舌で舐める。

「俺の妻になって欲しい。強くて弱くて頑張り屋なほまれ。俺は君を支えたい。守りたい。……愛したい」

「あ、……緋雨、さん」

　キスは段々と深さを増す。じゃれあうような時間は終わりを告げて、溶け合うような時が始まる。

　唇をぴったり合わせて、小此木の熱い舌がとろりとほまれの舌を絡め取った。

「は、ぁ、は……っ」

　鼻で息をするもの。そう分かっていても、冷静に対応できるはずがない。

　小此木のキスは激しくなる一方で、ほまれは息も絶え絶えに彼のシャツを掴む。

　ちゅ、くちゅ。

　彼の舌がほまれの口腔で踊るたび、淫靡な水音が鳴る。

　舌の裏側を舌先でくすぐり、歯列を舐め、舌同士を合わせて絡め。

　それは初めての、はしたない大人のやりとり。

「ああ、夢にまで見た――」

　小此木が呟き、僅かに唇を離した。熱の灯る舌先はほまれの頬を伝い、耳のフチをなぞる。

「は、ぁ――あ」

　ぞくぞくした感覚。まるで武者震いのように震えてしまったが、その感覚は例えようもなく甘い。

「ほまれ。俺はずっと、ずっと、君に触れたくて仕方なかったんだよ」

　耳朶を食み、舌で辿りながら、耳元で低く囁く。

「君を知る度、好きになる度、この長い髪に、頬に、触れたいと思った」

　顔にキスを雨を落としながら、小此木はほまれのシャツボタンをぷつぷつと外していく。

「もっと愛させてくれ。まだまだ愛し足りない」

　箍が外れたみたいに、急いた様子でシャツが脱がされる。背中に手を回し、ぷつんとブラのホックを外す。

　たちまち羞恥でいっぱいになったほまれは、慌てて自分の胸を手で隠した。

「あのっ、私、そ、そんなに、大きくなくて」

　口に出してから『いや、ほぼないんだけど』と思った。

　中性的な体つきは伊達ではない。高校の頃、ボーイッシュな恰好で外に出たら男の子と間違えられたくらいだ。真っ平らに近い。

（背が高くても、緋雨さんのお姉さんみたいにグラマーだったらよかったのに）

　自分の体がコンプレックスの塊である。どうして自分はこんなにも女性らしい体つきではないのだろう。

　泣きそうになっていると「ほまれ」と優しく囁かれた。

「大丈夫。俺は君の可愛いところをたくさん知っているよ」

「うぅ、緋雨さん……」

「君は誰よりも可愛いと断言する。勿論、君の可愛いところは俺だけが独占するつもりだけどね。さあ、手を避けて」

　そう言って、小此木はそっとほまれの手首を掴み、ゆっくりと広げた。

　――恥ずかしい。

　男性に体を見られる日が来るなんて、思ってもみなかった。

　どんなに貧相な体つきだろう。スレンダーと言えば聞こえはいいが、悪く言えば寸胴だ。

　街路樹みたいな体だと男子学生に笑われたこともある。

「ほら、可愛い。それに綺麗だ」

　耳に心地良い低声が、ほまれの心を甘やかす。

「嘘、ですよね」

「今ここで嘘をつく理由が思いつかないな」

　くすくすと小此木は笑って、ほまれのささやかな胸にそっと触れる。

「ずっと君に触れたいと思っていたんだ。念願叶って踊り出したい気分だよ」

　そう言って、やわりと胸を撫でたあと、白桃色に染まる乳首をゆっくり摘まむ。

「はっ……あ……っ」

　乳首を摘ままれた途端、ビクビクと体が震えた。

　まるで感電してしまったみたいに痺れている。

　それなのに、きゅっ、きゅ、と彼が乳首を扱くたび、甘美とも言える快感がさざ波のように襲いかかった。

「あっ、や、ひさ、めさん……っ」

　思わず制止の声を上げるが、彼は指を動かすことをやめない。それどころか、指で摘まむ力を少しずつ上げていく。

　きゅっと強く扱かれ、こよりを作るようにぐりぐりと転がされ。

「あっ、あ、なんか……へん……っ！」

　衝撃にも似た甘い痺れが走り、なぜか下半身がズクズクと疼いてくる。

「はあ、たまらないな。ほまれが可愛すぎて、俺の頭もおかしくなりそうだ」

　熱のこもったため息を吐き、小此木の顔がほまれの胸に近づく。

「こんなにも小さな突起が、君をみだらにさせる。――そうしているのは他ならない俺自身なのだと自覚するたび、狂いそうなほどハイになるよ」

　そう言って、小此木は焦らすように舌を出した。

　その舌をどうするの？　ほまれは震える。

　未知に対する恐怖。更なる快感を予感する期待。

　数々の感情を一気に感じ、自分にこんなにも淫靡な感情があったのかと驚く。

　小此木は硬くさせた舌先で、ちろりとほまれの乳首を舐め取った。

「あぁ――！」

　嬌声が、部屋に響く。

　生暖かい唾液をたっぷりと纏わせ、ぬるりぬるりと、赤い乳首をいたぶる舌。

　あまりの快感に抗えない。ほまれは初めての官能的な感覚にただただ戸惑い、小此木の容赦のない愛撫を受け続ける。

　じゅくり。ちゅぷ、くちゅ。

　わざと音を出しているのか。乳首をしゃぶる音はやけにいやらしい。

　性感を覚えた乳首はすっかりツンと立って硬くなっていた。小此木は片方の乳首は指で弄りながら、もう片方の乳首を舌でまさぐる。

　ちゅくっと吸って、彼の口腔でじゅくじゅくと舌で転がされて。

「んっ、あぁ、アあ！」

　ほまれは声を上げることしかできない。

　気持ち良くて頭がおかしくなってしまって、なにも、考えられない。

「フフ、敏感な体だな。もっと、めちゃくちゃにしたくなる」

　楽しそうに笑って、小此木の手がゆっくりとほまれの腹を撫でる。そして、その手は更に下がって、茜のスーツパンツをするりと脱がした。

「は、や、緋雨さん、私、まだ……っ」

　心の準備をさせてほしい。そう口にしようとしたけれど、彼がショーツのクロッチをめくって、ほまれの秘所に触れるほうが早かった。

「ひゃ、あっ」

　自分以外の人に、初めて触られた秘所。

　心臓の鼓動はいつになく強い早鐘を打っていて、このままでは小此木に聞こえてしまいそうだ。

「濡れているね」

　小此木が嬉しそうに呟く。

「胸が悦かったのかな。それとも、キス？」

　そう言って、小此木はほまれの唇に口づける。

　口腔を舌で犯しながら、片方の指は胸を弄り続け、秘所を探る不埒な指は、柔らかに茂みを分ける。

　くちゅり。

　下腹部から聞こえる蜜音に、ほまれは羞恥にぎっと目を閉じる。

　ああ、とても恥ずかしい。それなのに気持ち良くて、もっと触れて欲しいと望んでいる。

　そんな自分がはしたなくて逃げてしまいたくなるけれど、小此木の愛撫は体が溶けそうなほど気持ち良くて、彼から離れることを想像しただけでキュンと心が切なくなる。

　あやすようにほまれの唇を何度も奪い、小此木の太い人差し指が秘裂を辿る。

　ぬちゃり、くちゅり。

　粘り気のある水音。自分でもわかるほど、蜜口から愛液がこぼれおちている。

「こんなにも、君自身は素直だったんだな」

　小此木が目を細めて微笑み、蜜口に指を差し入れる。

「は、はいって……くる……っ」

「うん。すごく温かい。まるでほまれの心みたいに」

　くり、くり。

　膣内で指を動かし、柔らかにかき混ぜる

「んっ、あっ」

　自分の体が『そう』なっているとわかっていても、小此木の指が胎内に入っているという事実が信じられない。

　ぐじゅ、くちゅ。

　人差し指でゆっくりと抽挿され、びくびくと震えた。

「あ、ぁ……」

　指を動かされるたび、体中が疼く。切なくて、何かが物足りなくて、ほまれは耐えるように歯を食いしばった。

「力を抜いて」

　甘やかな声を掛けられて、ほまれはいつの間にか硬く瞑っていた瞳を開いた。

　目の前には、いつになく穏やかな表情をうかべる小此木がいる。

「ほまれ。俺のほまれ。どうか、俺を愛して欲しい」

「緋雨……さん」

　そっと頬に触れて、優しく唇を落とされる。

　そのキスは、小此木の人柄を表すようだった。

　『大企業の社長の弟』という、誰からも注目される肩書きを持つ彼は、常にその肩書きに添うよう、自らを演じ続けていた。

　自信家で、実力者で、どんな仕事を任されても鮮やかに結果を出す。

　でも、本当の小此木は、弱いところもある普通の男性だ。失敗を怖れるあまり人よりもたくさん努力して、兄と姉に追いつこうとあがいて、愚痴も弱音も吐けない、強くて弱い小此木緋雨。

　ほまれは、そんな彼に惹かれた。表で見せる彼だけではきっとここまで堕ちなかった。

（私も、守りたい）

　ほまれの心に新たな決意が生まれる。

　もう、逃げない。彼の肩書きから背を向けない。

　弱虫で怯えてばかりいる自分と緋雨はどこか似ている。お互いに弱いところを持っているからこそ、補いたい。支えたい。

　彼がここまで自分を望んでくれるのなら、迷わない。

「愛してる、緋雨さん」

「ほまれ……」

「来てください。私、大丈夫……だから」

　本当は少しだけ怖い。これからどうなるのか、自分でも想像できないから。

　けれども、小此木がいるから大丈夫。小此木なら、受け入れられる。

「私、すぐに逃げようとするから……つなぎ止めてください」

「ああ。君が嫌がっても離さない。逃げても追いかけて取り戻す。ありがとう、ほまれ」

　君を好きになってよかったと、小此木は呟いた。

　そして、スキンを被せた彼の杭が、ぐりりとほまれの蜜口にあてがわれる。

　ドキドキは最高潮に達して、ほまれは唇を噛んだ。

　そんな自分の唇に、小此木が甘いキスの雨を降らす。

「君をもらうよ。――いいね？」

　覚悟はいいかと問われて、ほまれは頷く。

　小此木は目を閉じると、ゆっくりと己の杭をほまれの中に差し込んでいく。

（あぁ――）

　自分の体が開かれる感覚。それは花咲くような開放感と快感に溢れていた。

　しかし、すぐに強い圧迫を感じる。

「ん、ぁ、は……っ」

　グッと小此木の肩を掴んで、必死に耐える。

　異性を受け入れたことのない隘路は狭く、幼い。それを醜悪なカタチをした硬い性器がぐりぐりとえぐっていく。

　耐えられるものではない。ほまれはすぐに限界が来てしまって、涙をぽろりと零した。

「あっ、ぁあ、あああああっ」

　大きい。きつい。鈍い痛みが襲いかかって、腰が震える。

　そんなほまれを力強く抱きしめたのは、小此木だった。

「力を抜いて。俺に、任せて」

「は、い……っ、んんっ」

　小此木も何かに耐えているようだ。いつになく切羽詰まった顔をして歯を食いしばり、腰をゆっくり進めていく。

「あ……っ、く、まだ、奥にも行っていないのに……」

　はあ、と小此木が熱いため息を吐いた。

　ほまれがフルフル震えながら見上げると、小此木と目が合う。

　すると彼は困ったように微笑んだ。

「――君のナカがとても気持ち良くて、早くもイッてしまいそうだ」

「小此木さん……」

　その表情があまりに幸せそうだったからだろうか。ほまれの心がきゅんと切なくなる。

　すると小此木が「ぐっ」と目を瞑って苦しそうにうめいた。

「ど、どうか、しましたか!?」

「い、いや。問題ない……。君があまりに可愛らしく締め付けるものだからね。これはなかなか、試練だな」

　ほまれは戸惑った。彼が何を言っているかわからない。もしかして自分の体に何か問題があったのだろうか。

　小此木はほまれを安心させるように頭を撫でて、軽く額にキスをした。

「気持ちいいよ。でもそれ以上に愛しさが溢れて、おかしくなってしまいそうだ」

　そう言って、彼は「はあ」と息を吐くと、グッと勢いよく腰を進めた。

「あぁぁあっ！」

「……っ、全部、挿入った。ああ……ほまれ」

　ぎゅっと抱きしめられて、ほまれもこわごわと小此木の背中に手を伸ばす。

「愛している。君に出会えた俺は、世界一の幸せ者だ」

「小此木さん……」

　彼の言葉を受けて、ほまれは嬉しさに涙をこぼす。

「じゃあ、私も世界一幸せですね」

「ふふ、そうだな」

　しみじみと幸せを味わうように小此木は微笑んで、ほまれの唇に口づける。

「動くよ――」

　一言告げて、小此木は腰を引いた。

「あ、ぁあんんっ！」

　油断していたほまれの体が一気に跳ね上がる。

　ぎりぎりまで引き抜かれて、喪失感にほまれの蜜口がきゅっと窄まる。そこを、再度挿し込む彼の肉杭。

　未熟な隘路を擦り上げる感覚は今までにない快感で、ほまれの意思に関係なく、声が上がる。

「あっ、ぁああ、あああっ！」

　ぐちゅっ、ぐちゅ。

　正常位で、腰だけを動かす抽挿。

　ぎしぎしと畳が鳴って、小此木の手がほまれの手を絡め取る。

　ぎゅっと握り合って、激しく繰り返される性交。

「あっ、強……い、あ、んむ」

　嬌声を上げる唇が、彼の唇で塞がれる。

　両手は彼の手で縫い止められて、喘ぐこともできず、みだらな抽挿だけが幾度も続く。

（だめ。そんな風にされたら）

　おかしくなる。逃げ場のない快感が破裂してしまう。

　だが、小此木は許してくれなかった。まるで躍起になったように腰を突き続けて、ほまれを追い込む。

　その衝動は突然に来て、ほまれの頭の中は真っ白になった。

「んっ、あぁ、あぁああああっ！」

　体中を雷が貫いたよう。快感が爆ぜて、ほまれの官能が高みに上り詰める。

「は、はぁ、はぁ」

　達したほまれはぐったりと力を無くしてしまった。しかし、彼の動きは止まらない。

「まっ、待って……あ、今、体が言うことを、効かな――」

「だめだ。俺が保たない。君が欲しくてたまらない！」

　鋭く息を吐いて、小此木の抽挿が激しさを増した。

　ぱん、パン。

　力任せの性交で、肌と肌がぶつかる。

　暗闇の部屋で汗が舞って、窓から差し込む月の光に反射してきらりと光る。

　ぐちゅっ、ぐちゅ。

　卑猥な音は止むことがない。まるで貫かんとばかりに勢いよく穿つ彼の杭は、脱力したほまれの体に延々と快楽を刻み続ける。

「あぁ、あ、……ほまれ、ほまれ！」

　いっそ痛いほど、小此木はほまれを抱きしめた。強く、強く抱きしめて、彼の杭はほまれの最奥へと突き上げる。

「ひさめ――さん！」

　離したくない。離さない。

　ふたりの意思がひとつになったみたいに、抱きしめ合う。

　びくりと小此木の体が震えて、膜越しに白い欲望が放たれた。

　こぼれることのない、子を成すための精。

　それを望むかのように、ほまれの子宮が痛いほどに収縮する。

（ああ、そうか……簡単なことだった。迷う必要なんて、なかったんだ）

　互いに肩で息をして、快感の余韻に浸りながら、ほまれはぼんやりと思った。

（私、こんなにも……緋雨さんが好きになっていたんだから）

　性交をして恋を確信するのも、おかしな話だろうか。

　でも、自分はもう大丈夫だとほまれは思った。

　――そう、大丈夫。きっともう、自分は戦えるのだと。










第五章

『王子様』は勇ましく、女らしく。











　小此木と心を繋げて、体を重ね合って。

　それはとても特別な夜だったけれど、だからといって現実の事態が好転するわけではない。

　彼との夜を過ごした次の日。ほまれが出社すると、部下三人が「おはようございまーす！」と元気よく挨拶した。

「あら、今日は早いですね。おはようございます」

　ほまれが挨拶を返すと、本間が上機嫌顔で頭を掻く。

「いやあ～ちょっと作戦会議してたもんで」

「作戦会議？」

「はい。赤久保主任の――ごはあ！」

　突然、本間の腰を江成がチョップした。

「余計なことを言うな！」

「あはは、すみません。大した話じゃないので、気にしないでください」

　江成が本間に怒鳴りつけて、吉田がごまかすように笑った。

　ほまれは頭にハテナマークを浮かべながらも「ま、いいです」と気を取り直した。

「それよりも、せっかく朝早くから揃っているならミーティングしましょうか。小此木さんはまだ出社されてませんけど、色々と話し合いたいことがあって――」

　デスクに鞄を置いて、ほまれは早速仕事モードになる。

　すると、まるで手鼻をくじくように、後ろでぼそぼそと声が聞こえた。

「まったく図々しい主任さまだな。まだ会社に来るのかよ」

「そろそろ辞めそうな雰囲気出してたのに、心臓に針金でも生えてるんじゃないか？」

　ほまれは思わず言葉に詰まる。

　自分を嫌う同僚の陰口は、ここ最近、あからさまになってきた。まるで営業マンが一丸となってほまれを追いだそうとしているような雰囲気さえしている。

　だが、ほまれはぐっと唇を噛んで耐えた。

　彼らの裏にいるのは、本社の企画部部長、蒼井流里なのだ。自分がここから逃げ出すということは、彼女に屈するということ。

　昨日まではそれでいいと思っていた。でも、今は違う。

　小此木と心を通わせたからこそ、負けたくない。自分の私情だけで会社のモラルを引っかき回すような人には負けたくないのだ。

「そこまでして御曹司の近くにいたいもんかね」

「みっともないなあ」

　ほまれが何の反応も示さないので、同僚は苛々した様子で声のトーンを上げた。　

　しかし、ほまれは意に返さない。

　いつもなら高身長の体を丸めて、少しでも目立たないように小さくなっていた。だが、今はしゃんと背を伸ばして、毅然とした表情で前を向く。

　大丈夫。

　自分は、小此木から大切なものを貰ったから。彼の強い勇気を分けてもらったから。

　どんな嫌がらせでも耐えてみせる。だって小此木を信じているから。

　守ると言ってくれたのだから、背を向けて逃げるのは止めよう。

　ほまれの強い意志を、少なからず同僚も気づいたようだ。いつもと雰囲気の違うほまれに、戸惑いの視線を向けている。

　その時、始業を告げるチャイムがフロア内に響いた。

　本当はミーティングをしたかったが、仕方が無い。朝礼を終えてから改めて部下と話そう。

　ほまれがそう思ってうしろを振り向くと、思わず目を丸くした。

（え？）

　いつも朝礼は、部長席を前にして行われる。だが、部長席に当の部長はいない。代わりに、営業事務と総務部の女性社員がふたりずつ、合計四人が、ズラッと並んでいた。

「皆さん。今日の朝礼は、営業部のモラル低下を是正するため、話し合いをしたいと思います」

　ざわざわと辺りがざわつく。よく見ると、フロアの隅っこに部長が立っていた。まるで自分は目立ちたくないと言わんばかりである。

「議題は、ここ数日における小此木課長に対する噂と、赤久保主任に対するセクハラ、モラハラについてです」

「私達は、赤久保主任に対する数々の暴言を全て録音しました。勿論、口にした営業の名前もリストアップし、すでに支社総務部及び本社総務部、監査部に報告しています」

「な……っ!?」

　同僚達が戦いた。まさか、今まで何も言わなかった営業事務達が、陰口を密かに録音していたなど、想像もしていなかったのだろう。

「パワハラの実情については、俺達が報告書をまとめました。僻地に担当エリアを固定した上で、営業ノルマを高く釣り上げる。そして成績が芳しくなければ、部長に恫喝される赤久保主任を、俺達は見ていました」

　はーい、と手を上げるのは本間である。

　これにはほまれも驚いた。部下達まで、今の『話し合い』に関わっているとは思ってもみなかったのだ。

「赤久保主任は何度も担当エリアを変えてほしいとお願いしていました。しかし部長は『女のくせに営業になったのだから、男よりも苦労して一人前だ』とか意味のわからない事を言って僻地から絶対に外しませんでした。これは明らかに女性蔑視、セクハラですよね」

　吉田が眼鏡の位置を指で直しつつ、にっこりと部長に微笑みかける。フロアの端にいる部長はこちらに一切視線を向けず、苦々しい表情で俯いている。

「女のくせに。男みたいな見た目のくせに。そう言って赤久保主任を傷つけてきた営業についても同罪です！　それに、赤久保主任に対する女性への蔑みは、私達営業事務も傷つけていました」

「だから私達、戦うことを決めたんです。何よりも女としてプライドを守るためにです。私達『女』は、男の自尊心を満たす道具じゃありません！」

　声を張り上げる営業事務達の拳は震えていた。

　怖いのか。それとも、怒っているのか。どちらにしても、彼女達は精一杯の勇気を振り絞って今日という日に備えていたのだろう。

　いつもは食堂で、ほまれを囲んでキャッキャと話に花を咲かせていた彼女たち。

　ほまれにとって癒やしの存在だが、同時に彼女達はほまれを『王子様』として望んでいるのだろうと思っていた。だから、そのイメージに沿うよう、ほまれは演じ続けていた。

　けれど、それは誤解だったのだとようやく知る。

　彼女達は最初からほまれを『女性』として接していたのだ。

（そうだ、どうして気づかなかったんだろう。事務の子達も、総務部の子達も、中学や高校の頃のクラスメートとは違っていた。一度も『女らしいのは似合わない』なんて言わなかった……）

　ほまれを女だと認めているから、彼女達は怒っているのだ。

　所詮は女だと馬鹿にしてあざ笑う、営業の同僚達が許せなかったのだ。

（それなら、私も戦わなきゃ）

　自分さえ我慢していれば、いつかは終わること、そう思っていた。

　でも、ここまで背中を押されて立ち上がらないなんて、それこそ彼女達や部下達に対して申し訳が立たない。

「――ええ、私は間違いなく、営業部長と同僚から、嫌がらせを受けていました」

　姿勢を正せ。前をまっすぐに見ろ。誰よりも毅然とした態度を取れ。

　ずっと演じるのが苦痛だった『王子様』。でも、今は皆が理想とする『恰好よい王子様』の衣装を着よう。

「支社長による女性進出推進の一環として、私が持ち上げられているだけだと言う人もいましたが、そんなことはありません。支社長は私に『営業』という新たなステージを用意しただけです。努力したのは私自身で、誰の忖度も受けていません」

　自信がなかった頃は、自分などお飾りの主任に過ぎないと思っていた。女性進出というプロバガンダの道具だと、自虐気味に受け止めていた。

　けれども、上にどんな意図があろうとも、ここまで築き上げてきたほまれの業績は自分自身の努力によるもので、部下や事務の助力がなければ上げられなかった成果だ。

　皆に助けてもらっておいて、自分を卑下するのは、皆を貶めるのと同じ。

「僻地から担当を変えてほしいと言っても却下され、せめて部下にはまともな営業エリアをとお願いしても聞く耳を持ってもらえず、何か意見すれば『女のくせに』『女だから』と恫喝される。――それは、社会人として最低の暴言です」

　シン、と辺りが静まった。いつもは陰口をぐちぐち叩く同僚でさえ、黙り込んでいる。

　思えばこんなにはっきりと『自分は不快だ』と口にするほまれは、初めてだったのだ。

　いつの間にか『ほまれは女のくせに営業だから、何を言ってもいい』という空気を作り出していた。

「そして、高身長であることや、セクシャルな部分についてまで、彼らは悪口の材料にしました。生まれ持った特性で人を貶めるのは、人間としてどうかと思います」

　きっぱりと言い切るほまれに、女性事務達が助力するように頷く。

「勿論。そのあたりの悪口もちゃんと録音してますよ。はらわたが煮えたぎる思いで私達は証拠を集めました。はっきりいってこの支社の営業部は時代錯誤な思考にも程があります。まるで、頭の中が二世代前みたいですよ」

　それはほまれも前から思っていたことだ。この支社の営業部は、とにかく男尊女卑というか、今の時代にそぐわない思考を保つ人が多い。

「――それは間違いなく、営業部長の責任ですね」

　ふと、透き通るような耳響きの良い低声が聞こえた。

　皆がその声の方向に目を向けると、いつの間に入室していたのか、営業フロアの入り口に小此木が立っている。そして彼の隣にいたのは――。

「蒼井……流里、さん」

　ぽつりとほまれが名を呟いた。まさしく、小此木の隣にいたのは蒼井だ。彼女は苦虫を噛みつぶしたような顔をして腕を組み、そっぽを向いている。

「そもそもここ、北関東支社は五年前に設立されたばかり。支社の中では比較的若い部類に入る。当時、本社の営業部に所属していた部長は、ここへの異動を命じられた時、何人かの営業を引き抜いていきました。それがあなた達だ」

　ずらっと並ぶ、ほまれの同僚達。彼らをひとりひとり見て、小此木が言う。

「本社にいたときから、部長は極端な男尊女卑主義で、何度か監査部からセクハラの警告を受けていた。そして部長は、監査部の監視が届きにくい支社へ異動する時、自分に同調する営業だけを集めた。ここに偏った価値観を持つ者が多いのは、それが理由だ」

　小此木の言葉に、本間が「なるほど」と頷く。

「おかしいと思ってたんですよね。ここの営業ってやけに時代遅れっていうか、今時『女のくせに』なんて言うヤツいるのかって内心思ってたけど、最初からそういうヤツばっかり集められた営業部だったんだ。そりゃ、赤久保センパイの存在は面白くないか」

「そういう事だ。この営業部には、女性蔑視傾向という土壌が出来ていた。しかし最近、赤久保に対する陰口がエスカレートしたのは別に理由がある。それが、彼女――蒼井流里の存在だ」

　名を上げられて、蒼井がビクッと肩をふるわせる。

「彼女が、うちの営業部長をそそのかしたんだ。赤久保に嫌がらせをして、退職に追い込めとね。動機は俺を本社に戻すため。部長が蒼井の言うことを聞いたのは、本社重役の座というエサに釣られたためだ」

「うわぁ、典型的な最低部長じゃない……」

　思わずといった様子で、営業事務のひとりが口に手を当てる。

「蒼井の女性への嫌がらせは本社の中でも有名でね。何度も監査の忠告が入ったのだが、彼女自身が社長の娘ということもあって、なかなか職場環境を改善することはできなかった」

　しかし、と小此木がニヤリと勝ち気な笑みを見せる。

　それはほまれと小此木が初めて会った日。ほまれが反発心を覚えた自信あふれる成功者の微笑みだ。今ではこれ以上ないほど安心感のある、頼もしい笑顔である。

「俺は今日の朝方、蒼井社長に直談判をした」

　彼の言い放った一言に、あたりがざわついた。ほまれも勿論驚きに目を見開く。

（社長に直談判って……そんなの、簡単にできるものなの……!?）

　誰もが思った疑問に答えるように、小此木が苦笑いをする。

「本当は絶対に引きたくなかったカードだけどね。俺の肩書きを最大利用させてもらった。俺の兄である小此木商事社長の言葉を伝えるという名目で、面会は成功した」

　少し目を伏せる小此木の表情を見て、ほまれは理解する。

　出来のよい兄に追いつくため努力を重ねていた小此木にとって、兄を頼るというのは、屈辱にも等しい手段だったはずだ。本当は自分ひとりの力で解決したかったが、相手が社長ともなればそれしか方法がなかったのだろう。

「部署の私物化。度重なる社員への嫌がらせ。独断で本社重役を約束する軽率さ。蒼井流里、君は社会人として、何より人間として、あまりに未熟すぎる」

　はっきりと言われて、蒼井は黙って唇を噛みしめた。

「蒼井流里という存在は、企業にとって損にしかならない。そのことを、兄の名を通して進言した。スピラステーショナリー筆頭株主からの苦言はさすがに無視することはできなかったようだね。……というわけで、君たちの処遇が決まったよ」

　そう言って、小此木は懐から二枚の封筒を取り出す。

「近いうち、正式な通達が来ると思うが、とりあえず社長からの覚書を頂いた。部長、あなたは地方に異動の上、主任に降格する。そして蒼井流里、君はクビだ」

「え……!?」

「な！」

　蒼井と部長が同時に声を上げる。

「なぜだ……」

「どうしてなの!?　私はちゃんと仕事をしてきた。企画部長としていくつも企画を立てて、結果だって出してきた。どうしてそんな私が、こんないち社員に少し嫌がらせをしたくらいで、クビにならなくちゃいけないの!?」

　部長が何か抗議を口にしたが、それよりも大きな蒼井の声でかき消される。

「少し……だと？」

　ギロリと小此木が蒼井を睨む。凄みのある瞳に、蒼井のみならず皆が戦いた。

「気に入らないから退職に追い込む。その行為そのものが異常なんだよ。しかも君は本社でも繰り返していた。何人の優秀な社員が、君の嫌がらせで辞めさせられたと思う？」

「そ、それは……。でも、だって、皆、あなたに色目を使うから……」

「完全に君の思い込みだ。それに、俺に気があったとしても、君が嫌がらせをしていい理由にはならない。また、いくつも企画を立てて成功させてきたのは俺だ。君は俺に命令するだけで、自分で作り上げた功績など、何ひとつ無かった」

　それは、痛恨にも等しい言葉だったらしい。

　蒼井は愕然とした表情で、その場に立ち尽くす。

「気づかなかったのか。皆言っていたよ。君ほど、親の七光りが輝く上司はいないとね」

「う、うそ……。そんなことないわ。だって皆、私を慕っているもの」

「違う。君が嫌がらせを続けるから、いつしか君の周りには、社長のコネが目当ての太鼓持ちしか残らなくなったんだ。今の企画部は、そういう腐った部署に成り下がっている。だから俺は企画部を抜けたんだ」

　蒼井は蒼白の表情を浮かべ、ブツブツと「嘘よ」と繰り返す。そんな彼女に、小此木は冷徹に言い放った。

「社長曰く、君には次の就職先を用意したらしい。至急、我が社に利ある企業重役との縁談を組み、嫁がせるそうだ」

「そんな！」

「文句は社長に言ってくれ。それから、この営業部は現部長の異動と同時に人事改変を行う予定だ。――君たちが女性蔑視を続けるようなら、相応の部署で働いてもらうとの事だよ」

　小此木の冷たい視線を受けて、同僚たちは互いに目を見合わせ、ばつの悪い顔をして俯く。相応の部署……ほまれにはどんなものかわからないが、今よりもずっと悪い待遇になるのは間違いないだろう。

　部長が膝から崩れおちて、蒼井はヒステリックな叫びを上げる。

　それはスピラステーショナリーにとってひとつの時代が終わった事と、今の時代に添った改革を物語るようだった。
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　朝から大変な事態になってしまって、今日の営業部は殆ど仕事にならないようだ。部長は茫然自失となっているし、蒼井は本社管理部の部下に引きずられるように去っていった。そして部長に引き抜かれたという、彼の歪んだ偏見に同調していた営業たちは、ようやく自分のやったことの重大さに気づいたのか、慌てふためいている。

　一旦場所を移動しようと、ほまれや部下、小此木、そして女性社員達は食堂に避難した。

「それにしてもビックリでしたよ。私達は前から、うちの営業部に問題提議しようって本間君たちと打ち合わせしていたんですけど、小此木課長まで参戦するなんて思ってもみませんでした」

　営業事務のひとりがそう言って、ほまれはジト目で部下三人を見る。

「あなた達、私に内緒で、そんなことを話し合っていたのですね……」

「あはは、スミマセン。だって俺達も怒り心頭だったんですよ」

　悪びれなく江成が謝った。吉田は何度も頷く。

「そうそう。だって俺達の主任がずーっと悪く言われてたんですからね。そりゃキレますよ。気分も悪いし」

「ふふ、君達が先に動いてくれたおかげで、俺も話を進めやすかった。礼を言うよ」

　ほまれの隣に座る小此木が、にっこりと爽やかな笑顔を浮かべた。

「お礼なら焼き肉がいいっス！」

　すぐさま手を上げた本間の頭を、江成がペシッと叩いた。

「図々しいにも程があるぞ」

「はは、それならここにいる皆で、銀座にでも行こうか。上質なシャトーブリアンを出してくれるお勧めの店があるんだよ」

「ぎんざ！」

「しゃとーぶりあん！」

　女性社員達が一様に反応する。皆、食べ物に関してはゲンキンだなぁと思いつつ、ほまれは苦笑いをした。

「まったくもう。私ひとりだけ我慢しようとしていて、私以外の皆は、裏で色々画策していたんですね」

　すると、向かいに座っていた女性社員が身を乗り出して「だって！」と声を上げる。

「悔しかったんですよ。ほまれ様は頑張ってるのに！　あいつら、まったくほまれ様の努力を認めようとしないんだもの！」

「そうそう。それに、私達に対しても態度は偉そうで、女は裏方役がしっくりくるよな、なんて笑って。いい加減ウンザリしてたんです」

　ねー！　と女性社員同士で同意しあって、ほまれは「なるほど」と納得した。

　そりゃ、あんな態度をとり続けたら、女性からの好感度は地に落ちるだろう。部長以下同僚の敗因を述べるなら、女をあまりに軽視したこと。そして、女を敵に回したことだ。

　そういう意味では、巧みに女性社員を味方にした小此木はなかなかのやり手である。

「ほまれ様は、本当はファンシー文具が大好きで、小物も可愛いもので揃えていて、ワンピースとか、綺麗な髪飾りとか、そういうのを好む人なのに、あいつらときたらほまれ様に勝手な価値観押しつけるしさ。許せなかったんですよ」

「ちょっちょっちょっ、ちょっと待ってください!!」

　ぺらぺらと話し出す総務部の子に、ほまれは慌てて声を上げた。

「な、なんですか、その、えっとファンシー文具とか、可愛いものが好きって……」

「え、好きでしょう？　人気のファンシー文具シリーズ、コンプリートしてるのに」

「うっ、はい、好きですけど。でも、だって、隠してたのに！」

　徹底して、女性らしいアイテムは見せなかったはずなのだ。誰にもバレていないと思っていた。それなのに、女性社員たちは互いに目を見合わせたあと「あははっ」と明るく笑い出す。

「バレバレですよ～！　隠すのヘタですね、ほまれ様」

「そういう所が、ギャップ性があって可愛いんですけどね！」

「時々、マスコットのついた可愛いボールペンを取り出してはニコニコしてますし、持ってくるお弁当箱も可愛いし、お箸も頭の部分にネコチャンがついてるもので、誰が見ても可愛いもの好きなんだなってわかりますよ」

（うわあ……）

　ほまれは羞恥のあまり、顔に熱が上がった。

（か、可愛いお弁当箱の日は、営業フロアでこっそり食べてたのに……！）

　全部、しっかり見られていたのだ。ほまれは思わず顔を覆ってしまう。

　でも、どうしても気になったことがあって、ぼそぼそと聞いてしまった。

「皆、可愛いものが好きな私が、変だと思わなかったんですか……？」

「なんでですか？　別に何が好きでもいいじゃないですか」

「だ、だって、私の見た目のイメージに合わないとか、思わなかったのかなって……」

　高身長に、中性的な出で立ち。可愛いものは、自分でも似合うとは思えない。

　それなのに女性社員たちはニコニコして「そんなことないですよ」と言った。

「ほまれ様はきびきび仕事が出来てカッコイイけど、可愛いものが好き。そうでしょう？」

「私達は、そんなほまれ様に憧れているし、大好きなんですからね」

　ほまれはウッと唇を引き締めた。どうしよう、嬉しすぎて泣いてしまいそうだ。

　皆、ほまれの好みを否定などしていなかった。

　昔からのトラウマで、勝手にそう思い込んでいただけなのだ。

　だめだ、涙がこぼれてしまいそう。ほまれはグッと目を瞑ってこらえた。

「皆、ありがとう……」

　自分らしくあっていい。ここにはもう、ほまれに勝手なイメージを押しつける人はいない。好きなものを好きだと、胸を張って言っていいのだ。

　それが嬉しい。やっと、心のつかえが取れた気がした。

「最近のほまれ様は前以上に可愛くなりましたよね～。ウフフ。見応えがあります！」

「小此木課長が来てからどんどん磨きがかかったよね。やっぱり、恋は最高の美容液なのかも～」

　感動に喜んでいたほまれは、その言葉で一気に現実に戻され「ええっ!?」と再び声を上げた。

「まっ、まっ、それこそ、隠しっ、内緒にしていたのに！」

　恥ずかしさに顔が熱くなる。

　すると、女子社員たちは揃って「可愛い～！」と囃し立てた。

「完全に恋する乙女でしたよ。見ていて微笑ましいくらいでした」

「そ、そんな。そんなつもりはなかったのに……！」

　恋を自覚したのはつい先日だ。確かに沖縄出張がきっかけで少し心を許したところはあるが、それでも、恋ではないと思っていた。

　すると、小此木がニヤリと笑って、ほまれの肩を優しく抱き寄せた。

「気づかぬは本人ばかりってね。ほら、君は可愛いと、初めて出会った日に俺が言ったとおりだっただろう？」

「う、うぅ……」

　自分はどれだけ顔を赤くさせているだろう。俯いた顔を上げることができない。

「そうやって照れる様も可愛いというのに。本当は、俺以外に見せたくないんだけどね」

「むむっ、そんな独占欲満載な発言をするということはつまり……!?」

　ぐぐっと営業事務のひとりが身を乗り出す。

　小此木はニッコリ微笑み、ほまれの頭を優しく撫でた。

「ああ、正式にプロポーズさせてもらったよ。結婚まで秒読みだから、楽しみに待っていてくれ」

　その途端『きゃ～っ！』と黄色い声が食堂に響いた。皆、色恋話が大好きなのだ。

　慌てるのはほまれである。

「ちょっ、ちょっと、何を勝手に予定してるんですか。そんなの……っ！」

「昨日、結婚しようって俺が言って、君は可愛らしく頷いてくれたじゃないか」

「うああああ黙って！　今すぐ黙ってください！」

　ほまれは必死になって小此木の口を塞ぎにかかる。

　小此木はくすりと笑うと、そんなほまれの手首を握り、そっと顔を近づけた。

「兄と姉も君に会えることを楽しみにしているからね、今度、お互いの家に挨拶しに行こう。全力をもって、君を世界一幸せにしてみせるよ」

　囁く声は甘やかで、部下達は感心したように拍手をしている。女性社員達はきゃあきゃあと嬉しそうに騒いでいる。

　ほまれは目をぐるぐる回してしまった。

　これからの日々、小此木が傍にいる毎日は全く想像がつかない。

　でも、これだけは確信している。自分と小此木は互いに偽ることなく、幸せになれるだろうと。

　ほまれは恥ずかしさにくらくらする頭の奥で、幸福を司るチャペルの鐘が美しく鳴り響いた気がした。
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